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本事例集の狙い

発行体にとって

本事例集は、投資家がどのよ
うな観点でインパクトレポー
トを見ているかを理解しつつ、
過度な負担をかけずに適切な
形でレポーティングを実施で
きるよう手がかりを提供します

投資家にとって

本事例集は、発行体が実施し
ているインパクトレポーティ
ングの取組を理解し、投資判
断や評価に役立てていただく
ための手がかりを提供します

その他ステークホルダーに
とって
本事例集は、グリーンファイ
ナンスによってもたらされる
インパクトの可視化と市場に
おける適切な評価が行われる
ための基礎となることを目指
します

グリーンボンドにおける「インパクトレポーティング」は、グリーンボンドの対象プロジェクト
により生み出される環境改善効果（インパクト）について、発行体が算定・報告することです。
インパクトレポーティングにより、投資家は投資の効果を継続的にモニタリングできるようにな
ります。また、発行体にとっても、投資家に自社の取組を伝えることで投資家とのエンゲージメ
ントを拡充することができるほか、中長期的には調達コストの低減や企業価値向上につながるこ
とも期待されています。
本事例集では、グリーンボンドのインパクトレポーティングについて、発行体における課題や投
資家による活用の実務を踏まえ、参考となる事例やレポーティング上の工夫を紹介します。
本事例集は、特に発行体の皆様にとって、より読み手に伝わりやすく評価されやすいレポーティ
ングを理解する手がかりとなることを目指しています。

読者層ごとの
観点

事例集の狙い
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グリーンボンドのインパクトレポーティングについて

 インパクトレポーティングは、グリーンボンド等の発行体に推奨される環境改善効果を示すための手続であり、国内では多くの発行体により
一般的に行われ、投資家にも活用されています

 国内のレポーティング事例では３分野・８つの課題が指摘されており、本事例集では、これらに一定対応できている事例をご紹介しています

インパクトレポーティングの現状については、51~56ページ「インパクトレポー
ティングに関する参考情報」を参照してください

グリーンボンド発行時の追加手続き

投資家による活用については、６~13ペー
ジ「投資家の目線」を参照してください

投資家の目線

投資家は、インパクトレポーティングを主に
以下３つの観点で活用しています。
① 投資先ポートフォリオにおけるグリーンボ
ンド等のインパクトレポートを集約した自
社レポートの材料として

② 投資先へのエンゲージメントの材料として
③ 投融資判断の材料として

レポーティングは、通常の社債発行手続きに加えて、グリーンボンド発行体に求めら
れる手続きの一つです。

• 投資家が自社ポートフォリオのインパクト
を正確に集計・比較できるようにするため、
発行体には、プロジェクトの範囲、指標の
定義や算出方法を明確にし、比較可能性の
高いデータを提供することが求められます。

• その上で、定量的な成果だけでなく、その
前提や範囲を明確にして第三者が検証可能
な形で開示するとともに、企業戦略や中長
期計画との関係性についての説明を心がけ
るべきです。

出所:環境省「グリーンボンド及びサステナビリティ・リンク・ボンドガイドライン2024年版」; 国内投資家への事務局ヒアリング

発行準備

債券発行

資金管理

利払い
情報開示

満期償還

• 発行計画の検討
• 格付取得
• 証券会社の引受審査
• ドキュメンテーション
• プレ・マーケティング

① グリーンボンド発行における手続きを検討
• 調達資金の充当対象プロジェクトの範囲を検討
• グリーンプロジェクト評価・選定プロセスの検討
• 見込まれる環境改善効果の算定
• 調達資金の管理方法・レポーティング方法の検討
② グリーンボンド・フレームワークの策定
③ 外部レビュー機関による発行前レビューの取得

• 発行条件 (発行価額・利
率等) の決定

• 投資家からの払込
• －

•調達資金の管理
•プロジェクトへの投資実行 •グリーンボンドによる調達資金の追跡管理

• プロジェクト実施
• 年次報告

• 環境改善効果の算定・レポーティング
• 外部レビュー機関による発行後レビューの取得

• 償還価額に基づき償還
• リファイナンス

(必要に応じ)
• －

通常の発行手続き グリーンボンド発行時の追加手続き

https://greenfinanceportal.env.go.jp/bond/guideline/guideline.html
https://greenfinanceportal.env.go.jp/bond/guideline/guideline.html
https://greenfinanceportal.env.go.jp/bond/guideline/guideline.html
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国内市場におけるインパクトレポーティングの課題

 国内市場では、グリーンボンドのインパクトレポーティングの状況について、以下のような課題が指摘されています
 指摘されている課題の一部はICMAハンドブックにおけるコア原則に該当しないものも含まれていますが、透明性向上に資する
有効な取組であると考えられます

 また、投資家からは、発行体ウェブサイトでレポートを開示している場合にそのレポートを見つけにくいこと、インパクトと経
済性・企業戦略との関係が不透明であることを追加的な課題として挙げる声もあります1)

1.事務局による投資家ヒアリングに基づく;  2.調査時点 (2026年２月) で償還期限を迎えていない債券のうち過去15ヶ月以内にレポートを更新したものを「定期的なレポーティングを実施」としたもの
で、ICMAグリーンボンド原則の求める「資金が充当されるまでの、年1回以上の定期的なレポーティングの実施」を満たすものではない; 3.2026年２月現在; 4.グリーンボンド原則で求められているの
は「債券発行前の外部レビュー」であり、個別のレポートに対する外部レビューは求められていない
出所: 一般社団法人鎌倉サステナビリティ研究所「日本におけるグリーンボンドの開示情報の分析2022年【インパクトレポート編】」; 公益財団法人地球環境戦略研究機関 (IGES)「インパクトレポー
ティングの現状 課題と提言」

インパクトの報告粒度が適切でない
場合がある
• プロジェクト等単位での報告ではなく

発行体の事業全体をまとめた開示も見
られる

3. インパクトへの貢献度

リファイナンスによる環境インパクト
の追加性の開示が少ない

• 調査時点で発行体がリファイナンスの
割合等を明記しているのは全体の３割
未満

３-a

グリーンボンドによるインパクトの寄与分
が不明な場合がある

• プロジェクト全体に占めるグリーンボ
ンドの充当額・率が開示されず、イン
パクトへの寄与分が不明な場合がある

3-c

リスクやネガティブインパクトについ
て言及するレポートは限られる

3-d

的確にインパクトを報告できる指標が
用いられていない場合がある
• たとえば資金使途によっては、ICMA等

が示すインパクト指標に該当しない独
自の指標が多く用いられている

指標に関する算定方法が明記されて
いない場合がある
• たとえばCO2排出削減量の算定方法が

示されていない開示も見られる

2. 指標やその算定方法

2-a

2-b

インパクトレポートに対する外部レ
ビューの活用4)は少ない
• 調査時点3)でインパクトレポートに対す
る外部レビューや第三者保証が確認で
きたのは全体の11%

定期的なレポーティング2)の実施は調
査時点で６割にとどまる
• ICMAグリーンボンド原則 (GBP) では

資金が充当されるまでの年１回以上の
定期的なレポーティングが求められて
いる

• 他方、国内調査によると、未償還のグ
リーンボンドのうち過去15ヶ月以内に
インパクトレポートが更新されたもの
の割合は調査時点3)で62%

1. レポーティングの実施

1-a

1-b

3-b

https://static1.squarespace.com/static/627df68f82849a30bccf850c/t/642d1b807db45e2bb9c570c3/1680677763992/KSI_GreenBondReport_Impact+Report+2022.pdf
https://static1.squarespace.com/static/627df68f82849a30bccf850c/t/642d1b807db45e2bb9c570c3/1680677763992/KSI_GreenBondReport_Impact+Report+2022.pdf
https://static1.squarespace.com/static/627df68f82849a30bccf850c/t/642d1b807db45e2bb9c570c3/1680677763992/KSI_GreenBondReport_Impact+Report+2022.pdf
https://static1.squarespace.com/static/627df68f82849a30bccf850c/t/642d1b807db45e2bb9c570c3/1680677763992/KSI_GreenBondReport_Impact+Report+2022.pdf
https://static1.squarespace.com/static/627df68f82849a30bccf850c/t/642d1b807db45e2bb9c570c3/1680677763992/KSI_GreenBondReport_Impact+Report+2022.pdf
https://static1.squarespace.com/static/627df68f82849a30bccf850c/t/642d1b807db45e2bb9c570c3/1680677763992/KSI_GreenBondReport_Impact+Report+2022.pdf
https://www.iges.or.jp/jp/publication_documents/pub/policyreport/jp/11554/Policy+Report+on+green+bond+report+on+impact+0709+final_rev.pdf
https://www.iges.or.jp/jp/publication_documents/pub/policyreport/jp/11554/Policy+Report+on+green+bond+report+on+impact+0709+final_rev.pdf
https://www.iges.or.jp/jp/publication_documents/pub/policyreport/jp/11554/Policy+Report+on+green+bond+report+on+impact+0709+final_rev.pdf
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投資家の目線
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投資家におけるグリーンボンドのインパクトレポートの活用状況

 グリーンボンド等サステナブルファイナンス関連商品を購入する投資家におけるグリーンボンド等のインパクトレポートの使用
目的は、以下の３つに大別されます
① 投資先ポートフォリオにおけるグリーンボンド等のインパクトレポートを集約した自社レポートの材料として
② 投資先へのエンゲージメントの材料として
③ 投融資判断の材料として

出所: 国内投資家への事務局ヒアリング; 事務局分析

インパクトレポート
の使用目的

インパクトレポート
の使用方法

③ 発行体のグリーンボンドのイ
ンパクトレポートから長期的な
リターンの安定性を評価し、投
融資判断に活用

• 社会課題の解決への貢献に加
え、発行体の移行リスクや物
理リスク等が低い債券を選定
し、中長期的に安定したリ
ターンを確保することを目的
とする

• その際に、発行体がこれまで
公表してきたグリーンボンド
のインパクトレポート等を活
用し、リスクや計画の進捗を
把握

一部の機関投資家

② 発行体のグリーンボンドのイ
ンパクトレポートの内容を基に
エンゲージメントに臨む

• 長期資金の供給者として社会
課題の解決に貢献するため、
発行体とのエンゲージメント
を通じて現状の改善を促す

• その際に、発行体が公表する
グリーンボンドのインパクト
レポートを活用し、発行体や
対象プロジェクトを理解

アセットマネージャー

① 発行体のグリーンボンド等に
よるインパクトを集計し、自社
ポートフォリオにおけるインパ
クトを開示

• 受益者への説明責任を果たす
とともに社会への貢献を開示
するため、発行体のインパク
トレポートをもとに投資先プ
ロジェクトで生じたグリーン
ボンドによるインパクトを整
理、投融資を通じた社会への
貢献度を自社レポートで開示

アセットオーナー、アナリスト代表的な活用主体
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投資家における活用事例① 自社レポートの材料として

 機関投資家においては、受益者への説明責任を果たすため自社の投融資により創出されたインパクト¹⁾を集計・開示しており、
そのレポートの材料として発行体によるグリーンボンドのインパクトレポートを参照します

現在の活用方法
• 投資先のグリーンボンドのインパクトレポート等をもとに、
自社の投融資活動により生じたインパクトを把握

• 自社の投融資額に応じ、投資先のインパクトを按分し集計
(参考) 投資先の作成したグリーンボンド等のインパクトレ
ポートからの情報入手が難しい場合は、外部データベンダー
を活用することもあるが、その場合はインパクト算出の前提
を揃えることが重要

活用に必要な情報
• 適切なインパクトを把握し、様々なプロジェクトのインパク
トを比較・集計するための情報
– プロジェクトの最新の実績に基づく定量的なインパクト
– インパクトの算出方法やその前提
– 各プロジェクトにおけるグリーンファイナンスの貢献度、
リファイナンスの金額割合

(参考) 指標については、国内グリーンリストの例示指標や
ICMAハンドブックのコア指標を用いると、比較・集計がし
やすくなる

1.グリーンボンド以外のラベル債によるインパクトを含む
出所: 国内投資家への事務局ヒアリング; 事務局分析

1

発行体発行体 発行体

投資家

ステークホルダー

1 1 1

集計した自社
の投資による
インパクトを
一般に開示

発行体による
グリーンボン
ドのインパク
トレポートを
投資家が集計

1

1

• 自社の投融資により実現したインパクトを社会に対する貢献
量として示すとともに、機関投資家として受益者への説明責
任を果たすため

活用の
目的・
狙い

具体的な
活用
イメージ
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（参考）ゆうちょ銀行「サステナビリティプログレスレポート2024」

出所: ゆうちょ銀行「サステナビリティプログレスレポート2024」; 同「「サステナビリティプログレスレポート2024」の発行について(2024年06月07日)」; 事務局ヒアリング

 ゆうちょ銀行は、2024年に「サステナビリティプログレスレポート」を発行し、グリーンボンド、ソーシャルボンド等への投
融資に伴うポジティブ・インパクトを試算・開示しています

ESG債のうち、自社で直接購入した国内債券については個別にイ
ンパクトレポートを確認している。海外債券や委託運用分は、
データベンダーも活用している。

インパクトレポートにおいては、主に以下の６つを確認している。
開示の網羅性は重要であり、開示が不十分な銘柄によるインパク
トは、現状０とカウントしている。

• 資金充当状況
• リファイナンスの有無
• 資金調達額とインパクトの関係
• インパクトが定量化されているか
• インパクトの対象期間
• インパクトが発現しているか

「サステナビリティプログレスレポート」

• 社会への負の影響を低減する取組を進める中で、
ステークホルダーとのコミュニケーションを考え
たときに、自行の事業によるプラスのインパクト
を開示していきたいとの想いからレポートを作成
しています。

• インパクトレポートの開示が無い銘柄、開示情報
が十分でない銘柄、開示情報が分散している銘柄
が相当数あり、集計には苦労しました。

（サステナビリティ推進室・ご担当者様）

https://www.jp-bank.japanpost.jp/news/2024/pdf/nw240607.pdf
https://www.jp-bank.japanpost.jp/news/2024/pdf/nw240607.pdf
https://www.jp-bank.japanpost.jp/news/2024/news_id002074.html
https://www.jp-bank.japanpost.jp/news/2024/news_id002074.html
https://www.jp-bank.japanpost.jp/news/2024/news_id002074.html
https://www.jp-bank.japanpost.jp/news/2024/news_id002074.html
https://www.jp-bank.japanpost.jp/news/2024/news_id002074.html
https://www.jp-bank.japanpost.jp/news/2024/news_id002074.html
https://www.jp-bank.japanpost.jp/news/2024/news_id002074.html
https://www.jp-bank.japanpost.jp/news/2024/news_id002074.html
https://www.jp-bank.japanpost.jp/news/2024/news_id002074.html
https://www.jp-bank.japanpost.jp/news/2024/news_id002074.html
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投資家における活用事例② エンゲージメントの材料として

 投融資のインパクトを最大化するためには投資家から投資先へのエンゲージメントが有効な手段とされており、投資家はその際
の議論材料として投資先によるグリーンボンドのインパクトレポートを活用します

• エンゲージメントを通じ長期資金によるインパクト実現の確
度を高め、長期的な目線で社会課題の解決に貢献するため

• 責任投資原則 (PRI) 等を踏まえ、財務・ガバナンスに加え環
境・社会面でのエンゲージメントも強化し、発行体に対し
ESG・サステナビリティ関連活動の適切な開示と実践の促進
を働きかけるため

出所: 国内投資家への事務局ヒアリング; 事務局分析

発行体発行体 発行体

投資家

ステークホルダー

1
2

1
2

1

1

発行体によるグリーンボ
ンドのインパクトレポー
トを踏まえエンゲージメ
ントを実施
プロジェクト開始済
のため、最新の実績
の更新・開示をお願
いしたい
目標値からずれがあ
るが、キャッチアッ
プの策はあるのか

2

2

活用の
目的・
狙い

現在の活用方法
• エンゲージメントに向けた投資先情報の収集・分析

– 発行体が開示する情報の一つとしてグリーンボンドのイン
パクトレポートを活用、発行体及び対象プロジェクトにつ
いての理解を深める

– 財務面だけでなく環境・社会・ガバナンスの観点でのイン
パクトを最大化するため、エンゲージメント（例: 追加的
な情報開示の要求など）を行う

活用に必要な情報
• プロジェクトによるインパクトの最新の情報

– プロジェクトによるインパクトの最新の実績、今後の予測
値・実現可能性の見立て、等

• 発行体にとってのグリーンボンド・インパクトの位置づけ
– 経営目標・戦略、サステナビリティ目標、当該ボンドの狙
い

– 発行体の経営目標・戦略やサステナビリティ目標に向けた
進捗と、本ボンドによるインパクトの進捗の比較

具体的な
活用
イメージ

集計した自社
の投資による
インパクトを
一般に開示

発行体による
グリーンボン
ドのインパク
トレポートを
投資家が集計

1

1
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投資家における活用事例③ 投融資判断の材料として

 一部の機関投資家は、グリーンボンドのインパクトレポート等の情報を参考として投融資判断を行ったり、資産運用ポートフォ
リオにおける目標設定等に役立てたりします

• 移行リスク・物理リスクの小さい発行体やプロジェクトを選
定し、中長期的に安定したリターンを確保するため

• 発行体の移行計画の実現可能性を確認し、長期投資先として
の持続性・信用力を評価するため

• ポートフォリオ全体として、移行リスクへのレジリエンスを
高めるため

想定される活用方法 (現時点では事例が少ないため想定ベース)
• 財務データに加え、移行戦略や脱炭素計画、レジリエンス施
策の実行状況をインパクトレポートから把握

• 発行体が過去に実施したグリーンプロジェクトにより生じた
インパクト (CO2排出削減量、適応等) を定量的に把握・分
析し、移行計画の実現可能性及び実効力を評価

• 上記評価を通して、リスクを抑制し長期的に安定的なキャッ
シュフローを生み出す発行体を特定し、投融資判断に反映

• セカンダリー市場では、既発債のインパクトレポーティング
を踏まえ、発行体の移行リスク水準の再評価・ポートフォリ
オ再構築を実施

活用に必要な情報
• プロジェクト別・テーマ別のインパクト実績
• 定期的なレポーティングを通じた計画の進捗及びリスクの時
系列変化

– 発行体の移行計画 （中長期戦略）、移行リスク・物理リ
スクに関連する指標及び評価を含む

出所: 国内投資家への事務局ヒアリング; 事務局分析

発行体発行体 発行体発行体

投資家

3

発行体のイ
ンパクトレ
ポートから
情報を得て、
ポートフォ
リオの見直
し・再構築
を図る

発行体によ
るグリーン
ボンドのイ
ンパクトレ
ポートを踏
まえ、エン
ゲージメン
トを実施

1

1
2

1
2

1
2

3

32

活用の
目的・
狙い

具体的な
活用
イメージ

集計した自社
の投資による
インパクトを
一般に開示

発行体による
グリーンボン
ドのインパク
トレポートを
投資家が集計

1

1

ステークホルダー
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（参考）インパクトレポートをエンゲージメント（②）や
投融資判断（③）の材料として活用する投資家のコメント

出所: 事務局ヒアリング

② エンゲージメントの材料として活用する投資家からのコメント ③ 投融資判断の材料として活用する投資家からのコメント

エンゲージメントの材料としてインパクトレポートを活用すること
が圧倒的に多い。グリーンボンドの発行がパフォーマンスにとど
まっていないかといった発行体のスタンスを確認した上で、対話し
ている。

（アセットマネジメント会社）

インパクトレポートにおいて、その発行体の良いところが表現十分
されていないことも多く、魅力が十分伝わるような開示のためにエ
ンゲージメントをしている。このような情報開示に関するエンゲー
ジメントをしているファンドは多いと思う。

（アセットマネジメント会社）

発行体のインパクトレポートをもとにエンゲージメントし、開示が
不十分な企業に対しては開示をお願いしている。

（生命保険会社）

インパクトレポートをもとに発行体が開示する指標の意味や算定方
法を把握し、エンゲージメントにおいて、より良い指標の提案や過
大評価の可能性の指摘を行っている。また、どのように開示してよ
いかわからない企業に、どういった指標が開示できるか対話するこ
ともある。

（アセットマネジメント会社）

国内債券の投資表明に当たって、インパクトレポートのもとになり
そうなものがきちんとトラックできそうかを確認して投資表明する
かを決めている。インパクトレポートが投融資判断に全く左右しな
いわけではないと感じている。（アセットマネジメント会社）

一部円債ではインパクトレポートを投融資判断に組み入れている。
リスクリターンが同じ銘柄間においては、インパクトを開示してい
るか、当社のインパクト計測・開示に組み込めるか、当社が目指す
ウェルビーイングに整合性があるか等長期的な評価をもとに優先順
位をつけて投資をしている。

（生命保険会社）

投融資判断の材料として使う方法は二つ。一つ目は、ESGレーティ
ングをつけてポジティブスクリーニングをすることで、長い目でリ
ターンを生むと信じている。二つ目は、システムレベル投資であり、
自社の重点テーマに近い文脈のレポートを求めている。

（生命保険会社）

同じ年限、同じレーティングの企業であれば、インパクトレポー
ティングをもとに社会に対するインパクトが大きい企業に優先的に
投資したいという想いはあるものの、現時点では開示の比較可能性
が十分でなくできていない。

（生命保険会社）

グローバルが保有するESGラベル付きファンドでは、過去のインパ
クトレポートを、投資判断の際のトラックレコードの方法確認に活
用している。

(アセットマネジメント会社）
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投資家の活用状況も踏まえ発行体が留意すべきポイント

 投資家が自社ポートフォリオのインパクトを正確に集計・比較できるようにするため、発行体には、プロジェクトの範囲、指標
の定義や算出方法を明確にし、比較可能性の高いデータを提供することが求められます

 その上で、定量的な成果だけでなく、その前提や範囲を明確にして第三者が検証可能な形で開示するとともに、企業戦略や中長
期計画との関係性についての説明を心がけるべきです

③ 発行体のグリーンボン
ドのインパクトレポー
トから長期的なリター
ンの安定性を評価し、
投融資判断に活用

② 発行体のグリーンボン
ドのインパクトレポー
トの内容を基にエン
ゲージメントに臨む

① 発行体のグリーンボン
ド等によるインパクト
を集計し、自社ポート
フォリオにおけるイン
パクトを開示

レポーティングに当たってのポイント

• 指標の定義、算出方法、対象範囲を明確にする
• ICMAハンドブックにおけるコア指標や、国内グリーンリストで
示される例示指標等を一定程度用いる

• プロジェクトの全額がグリーンファイナンスに依らない場合のボ
ンドの貢献割合や、リファイナンスの追加性について明記する

• 定量的なインパクトは表形式で端的に整理する

• インパクトの定量的情報だけでなく、そのインパクトの経営上の
意図や戦略的背景を説明する

• 目標や指標の設定の背景・根拠を説明する
• 目標未達の場合には、その原因や対応方針等を誠実に報告する

• 投資対象プロジェクトに関するリスクやネガティブインパクトに
ついて、発行後の変化を説明する

• グリーンボンドによって創出されるインパクトとリスクや収益性
の安定性との関係性を説明する

投資家の活用パターン 発行体として留意すべき視点

• 投資家は複数銘柄のインパ
クトレポートを横断的に集
計するため、定量的に集計
可能な形式が好まれる

• 定量的な値だけでは伝わら
ない意図や前提をナラティ
ブで伝える必要がある

• 環境にポジティブな影響や
結果だけでなく、リスクや
ネガティブな影響及びそれ
らに対する対応策について
も誠実な開示が望まれる

出所: 事務局分析
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発行体における
インパクトレポーティング事例
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事例選定の考え方と事例紹介ページの見方

 事例選定にあたっては、令和５年度グリーンファイナンスの普及・拡大促進事業（補助事業）の採択案件を中心にインパクトレ
ポートを確認し、発行事例が少ない資金使途については広く過年度の発行事例を調査しました

 そのうち、本書５ページに挙げられている「３分野８つの課題」への対応について、以下１-aから3-dまでの３分野８つの観点
で確認し、少なくとも半数（４つ）以上に対応している事例を資金使途や業種ができるだけ多様になるよう選定しました

グリーンボンド
の概要

グリーンボンド
の特徴 (企業戦略
との関係、狙い

等)

インパクト
レポーティ
ングの概要
(開示手法
の特徴、工
夫 等)

実際のインパクトレポート等の
スクリーンショット

発行体名及び主な資金使途分類 発行体名及び主な資金使途分類1)

定期的なレポーティングが確認できる

開示レポートに対する外部レビューが行わ
れている

的確にインパクトを報告できる指標が用い
られている

指標に関する算定方法が明記されている

プロジェクト単位で報告が行われている

リファイナンスの割合等が明記されている

グリーンボンドのインパクトへの貢献度合
いが明記されている

リスクやネガティブインパクトについて開
示されている

1-a

1-b

2-a

2-b

3-a

3-b

3-c

3-d

５ページに記載の「３分野８つの課題」に対
応できている場合に吹き出しで紹介

＜事例紹介ページの見方＞

当該レポートが対応できている課題

1.ICMAのグリーンボンド原則上の分類でもっとも当てはまると考えられる資金使途の分類。複数ある場合には、代表的と考えられるものを1つのみ記載した
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本事例集に掲載している事例について（1/2）

 本事例集では、2023年度に国内で発行されたグリーンボンドを中心に、本書５ページに挙げられている課題に実務上対応でき
ている事例を取り上げています

企業名 業種 発行時期 資金使途詳細資金使途分類 対応できている課題¹⁾

1

2

3

4

5

7

6

8

1.本事例集５ページに記載の8つの課題それぞれに対応できているか事務局にて判断; 2.発行後1年以内に全額充当しており定期的な報告の対象外

旭化成 株式会社

株式会社 丸井グループ

株式会社三井住友フィ
ナンシャルグループ

株式会社 日立製作所

株式会社 INPEX

2023年
12月

2024年
5月

2024年
9月

2023年
12月

所有する5か所の水力発電所の改修
工事

再生可能エネルギー、エネルギー効
率等の 「グリーン適格プロジェク
ト」 への投融資

省エネルギービルである中央研究所
「協創棟」 の建設費用及び改修費用
のリファイナンス

洋上風力・地熱の再生可能エネル
ギーの開発、建設、運営、改修に関
する事業

再生可能エネル
ギー

再生可能エネル
ギー

再生可能エネル
ギー

省エネルギー

再生可能エネル
ギー

化学工業

卸売業、小売業

金融

その他製造業

資源・鉱業 2021年
10月

オーエスジー株式会社 2023年
8月

大池工場の改修、CAE解析による切
削シミュレーション、省電力に資す
る環境配慮型製品等

省エネルギーその他卸売業

住友林業株式会社

再生可能エネルギー発電所取得

2018年
9月

ニュージーランドの山林資産の取得
費用の一部をリファイナンス

自然資源の持続
可能な管理

不動産・建設

1-a 2-a 3-b2-b 3-c1-b 3-a 3-d
定期的な報
告

第三者検証 算定方法の
記載

リファイナ
ンスの明記

採用指標 プロジェクト
単位の報告

インパクト
寄与分

ネガティブ
インパクト

－2)

東武鉄道株式会社 交通・運輸 2022年
6月

新型車両導入・太陽光発電システム
設置 (一部リファイナンスを含む)

クリーンな運輸
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本事例集に掲載している事例について（2/2）

1.本事例集５ページに記載の8つの課題それぞれに対応できているか事務局にて判断; 2.発行後1年以内に全額充当しており定期的な報告の対象外

10

11

12

13

9

1-a 2-a 3-b2-b 3-c1-b 3-a 3-d
定期的な報
告

第三者検証 算定方法の
記載

リファイナ
ンスの明記

採用指標 プロジェクト
単位の報告

インパクト
寄与分

ネガティブ
インパクト

企業名 業種 発行時期 資金使途詳細資金使途分類 対応できている課題¹⁾

メタウォーター株式会
社

エネルギー 2023年
12月

コンセッション事業、投融資持続可能な水資
源

東京都 地方自治体 2023年
10月

気候変動に関す
る適応

日揮ホールディングス
株式会社

不動産・建設 2023年
9月

カーボンリサイクル/ケミカルリサイ
クル事業

環境配慮製品、
製造技術・プロ
セス

東急不動産ホールディ
ングス株式会社

不動産・建設 2023年
6月

COCONO SUSUKINOの設備資金に
かかるリファイナンス

グリーンビル
ディング

アドバンス・レジデン
ス投資法人

金融 2021年
10月

パシフィックロイヤルコートみなと
みらい オーシャンタワーの取得時借
入金の返済資金の返済

グリーンビル
ディング

Apple, Inc. 海外 2019年 工場・データセンター等への再エネ
導入/省エネ化、環境配慮型素材導入
に向けた製品開発 等

再生可能エネル
ギー

ノルウェー地方金融公
社 (KBN)

海外 2015年
2月ほか

脱炭素等、地方公共団体の様々な環
境問題への対応資金

再生可能エネル
ギー

「エネルギーの脱炭素化と持続可能
な資源利用によるゼロエミッション
の実現」区分の事業等

－2)
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本事例集に掲載している事例の資金使途・業種分類

業
種
分
類

再生可能エネ
ルギー 省エネルギー

汚染の防止と
管理

自然資源の持
続可能な管理

生物多様性保
全

クリーンな運
輸

持続可能な
水資源管理

気候変動に
対する適応

環境配慮製品､
製造技術･プロ
セス

グリーンビル
ディング

丸井
グループ

3

メタ
ウォーター

9

住友林業
7 東急不動産

ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ
12日揮ホー

ルディン
グス

11

資金使途分類 (グリーンリストの「大分類」)

INPEX
1

旭化成
2

東武鉄道
8

アドバンス
・レジデンス

13三井住友
     ﾌｨﾅﾝｼｬﾙ

グループ

4

東京都
10

卸売業、小売
業

エネルギー

不動産・建設

資源・鉱業

化学工業

交通・運輸

その他 (サー
ビス業を含む)

金融

地方自治体

その他製造業 日立製作所

ｵｰｴｽｼﾞｰ

注: 業種分類は、環境省「グリーンファイナンスポータル」の発行リストにおける「カテゴリー」の考え方によるが、同ポータル上の掲載情報とは一致しない場合がある
出所: 環境省「グリーンファイナンスポータル」

5

6

https://greenfinanceportal.env.go.jp/
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レポートの特徴
• 毎年の統合報告書に各
ボンドの資金充当状況
及びインパクトを算出
方法とともに記載し、
外部レビューも取得し
ている

• 当社の気候変動対応の
基本方針や長期戦略に
基づくCO2削減推進計
画とその目標に向け、
本グリーンボンド資金
が関連プロジェクトに
充当され、建設・稼働
が進展していることが
確認できる

事例① | INPEX (再生可能エネルギー) (1/2)

出所: INPEX「統合報告書2024」; 同「第1回INPEXグリーンボンドの発行について (お知らせ)」; 環境省 「グリーンファイナンスポータル」 

発行体名

業種分類

発行時期

調達額

償還期間

資金使途

第三者
評価機関

資源・鉱業

2021年10月

10年

100億円

株式会社INPEX

洋上風力・地熱の再生
可能エネルギーの開発、
建設、運営、改修に
関する事業

SPO：R&I
検証：DNV

ボンドの特徴・位置づけ
• 当社は2050年ネットゼロに向
け気候変動対応の基本方針を策
定し、パリ協定に即したネット
ゼロ目標を設定

• 本ボンドは、当社が再生可能エ
ネルギーへの投資を通じて気候
変動対応の基本方針に基づく
CO2削減の実現を図るために発
行したもの

グリーンボンドの概要 インパクトレポーティングの事例

カテゴリー 上場

CO2削減量の算出式
等を記載

ICMAのコア指標である
発電容量 (MW) 及びCO2
排出削減量 (t-CO2) を用
いてインパクトを開示

リファイナンス額を
明記

DNV社による発行後
検証において、レ
ポーティングに関す
るレビューも実施

2-b2-a3-b 1-b

本書５ページ「国内市場におけるインパクトレポー
ティングの課題」における課題への対応状況

定期的な
報告1-a 採用指標2-a リファイナ

ンスの明記3-b算定方法の
記載2-b第三者検証1-b インパクト

寄与分3-cプロジェクト
単位の報告3-a ネガティブ

インパクト3-d

掲載場所：IR（投資家情報）＞IRライブラリー＞統合報告書

1

https://www.inpex.com/assets/documents/ir/library/integrated_report/inpex_integratedreport202412.pdf
https://www.inpex.com/assets/documents/ir/library/integrated_report/inpex_integratedreport202412.pdf
https://www.inpex.com/news/news/assets/pdf/20211008.pdf
https://www.inpex.com/news/news/assets/pdf/20211008.pdf
https://www.inpex.com/news/news/assets/pdf/20211008.pdf
https://www.inpex.com/news/news/assets/pdf/20211008.pdf
https://www.inpex.com/news/news/assets/pdf/20211008.pdf
https://www.inpex.com/news/news/assets/pdf/20211008.pdf
https://www.inpex.com/news/news/assets/pdf/20211008.pdf
https://www.inpex.com/news/news/assets/pdf/20211008.pdf
https://greenfinanceportal.env.go.jp/
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事例① | INPEX (再生可能エネルギー) (2/2)

インパクトレポーティングの事例 (続き)

出所: INPEX「統合報告書」; 同社「統合報告書2024」; 同社「気候変動対応の基本方針」

統合報告書の「バックナンバー」において、
過去のインパクトレポートが確認できる

1-a

本書５ページ「国内市場におけるインパクトレポー
ティングの課題」における課題への対応状況

定期的な
報告1-a 採用指標2-a リファイナ

ンスの明記3-b算定方法の
記載2-b第三者検証1-b インパクト

寄与分3-cプロジェクト
単位の報告3-a ネガティブ

インパクト3-d

5

CCS/水素等をコア技術とした低炭素化ソリューションやクリーンなかたちでの電力供給を通じ、ユーザーの排出量を減らすことで、社会全体の低炭素
化へ貢献します。

Scope3の削減︓
Scope3については、バリューチェーン全てのステークホルダーと協働し削減努力を継続します。具体的には、カーボンオフセット商品の販売や、当社のお客様
に対して水素、CCS等のサービス提供を通じて、Scope3削減に向けた活動を推進します。

社会の低炭素化への貢献（Scope3/削減貢献量）
気候変動対応の基本方針

算出式参照シナリオ評価対象2

年間CO2圧入量[トンCO2]×持ち分比率プロジェクト実施前CCS3

年間生産量[トン]×熱量係数[GJ/トン]×天然ガス燃
焼時排出係数[トンCO2/GJ]×持ち分比率天然ガス燃焼クリーン水素

年間生産量[トン]×熱量係数[GJ/トン]×石炭燃焼
時排出係数[トンCO2/GJ]×持ち分比率石炭燃焼クリーンアンモニア

年間売電量[MWh]×全電源平均係数[トン
CO2/MWh]×持ち分比率

各国エネルギー
ミックス

再生可能
エネルギー

2024 2035
1. 削減貢献量とは、製品・サービスを通じて当社が社会のGHG排出削減に貢献した量を示す。
2. 単年に販売した商材・サービスの当該1年間での削減貢献量を評価していく予定
3. 当社Scope1排出量削減分を除く。第三者の排出したCO2を圧入したものを対象とする

削減貢献量1の創出見通し
(万トンCO2)

800

600

400

200

参照シナリオ／算出式

再生可能エネルギー

CCS

クリーン水素
クリーンアンモニア

再生可能エネルギー

統合報告書からリンクされた基本方針にお
いて、本ボンドによる実績を含むCO2排出
削減貢献量の全体見通しを確認できる

• グリーンボンドの発行をきっかけにメディアで取り上げられる機会が
増え、当社の『2050年ネットゼロ』への取組を広く知っていただく
など、単なる資金調達を超える効果がありました。今後も統合報告書
でインパクトレポートを開示してまいります。

ご担当者様コメント

▼当社ウェブサイトの統合報告書ページ 統合報告書2024
▼気候変動対応の基本方針

1

https://www.inpex.com/ir/library/integrated_report/
https://www.inpex.com/assets/documents/ir/library/integrated_report/inpex_integratedreport202412.pdf
https://www.inpex.com/assets/documents/ir/library/integrated_report/inpex_integratedreport202412.pdf
https://www.inpex.com/assets/documents/company/policies/corporate_position_on_climate_change.pdf

5





CCS/水素等をコア技術とした低炭素化ソリューションやクリーンなかたちでの電力供給を通じ、ユーザーの排出量を減らすことで、社会全体の低炭素化へ貢献します。

Scope3の削減：

Scope3については、バリューチェーン全てのステークホルダーと協働し削減努力を継続します。具体的には、カーボンオフセット商品の販売や、当社のお客様
に対して水素、CCS等のサービス提供を通じて、Scope3削減に向けた活動を推進します。

社会の低炭素化への貢献（Scope3/削減貢献量）

気候変動対応の基本方針

		評価対象2		参照シナリオ		算出式

		CCS3		プロジェクト実施前		年間CO2圧入量[トンCO2]×持ち分比率

		クリーン水素		天然ガス燃焼		年間生産量[トン]×熱量係数[GJ/トン]×天然ガス燃焼時排出係数[トンCO2/GJ]×持ち分比率

		クリーンアンモニア		石炭燃焼		年間生産量[トン]×熱量係数[GJ/トン]×石炭燃焼時排出係数[トンCO2/GJ]×持ち分比率

		再生可能エネルギー		各国エネルギーミックス		年間売電量[MWh]×全電源平均係数[トン
CO2/MWh]×持ち分比率







2024	2035

削減貢献量とは、製品・サービスを通じて当社が社会のGHG排出削減に貢献した量を示す。

単年に販売した商材・サービスの当該1年間での削減貢献量を評価していく予定

当社Scope1排出量削減分を除く。第三者の排出したCO2を圧入したものを対象とする
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事例② | 旭化成 (再生可能エネルギー) (1/2)

発行体名

業種分類

発行時期

調達額

償還期間

資金使途

第三者
評価機関

化学工業

2023年12月

5年

200億円

旭化成株式会社

所有する５か所の
水力発電所の改修工事

SPO：R&I

ボンドの特徴・位置づけ
• 当社は、持続可能な社会に貢献
すると同時に、それを当社の企
業価値の向上につなげていく、
という2つのサステナビリティ
の好循環の実現を目指している

• 本ボンドは、当社所有の水力発
電所の改修工事を資金使途とし
たもので、既存発電所の長寿命
化・高効率化による再エネ利用
の持続性と資源効率性の追求を
通じ、2つのサステナビリティ
の好循環を資金調達面からも後
押しするもの

カテゴリー 上場

R&I社によるレビューを
取得

1-bCO2削減効果の算出式等
を記載

2-b

発電所単位でインパクト
を開示

3-a

ICMAのコア指標である
発電容量 (MW) 及び
CO2排出削減量を用いて
インパクトを開示

2-a

リファイナンス額を明記
3-b

出所: 旭化成「旭化成グリーンボンド年次レポーティング (2024年度)」; 同「旭化成グリーンボンド発行に関するお知らせ (2023年11月1日)」; 環境省「グリーンファイナンスポータル」

レポートの特徴
• 対象設備 (水力発電所
５か所) を特定し、各
発電所の発電容量及び
CO2排出削減量を定量
的に開示

• 年次でレポーティング
し、環境改善効果や指
標の算出方法を明示す
る等、継続的かつ透明
性の高いレポーティン
グとなっている

本書５ページ「国内市場におけるインパクトレポー
ティングの課題」における課題への対応状況 採用指標2-a リファイナ

ンスの明記3-b算定方法の
記載2-b第三者検証1-b プロジェクト

単位の報告3-a定期的な
報告1-a インパクト

寄与分3-c ネガティブ
インパクト3-d

グリーンボンドの概要 インパクトレポーティングの事例
掲載場所：サステナビリティ＞環境＞気候変動

2

https://www.asahi-kasei.com/jp/sustainability/environment/climate_change/pdf/gbar2506jp.pdf
https://www.asahi-kasei.com/jp/sustainability/environment/climate_change/pdf/gbar2506jp.pdf
https://www.asahi-kasei.com/jp/sustainability/environment/climate_change/pdf/gbar2506jp.pdf
https://www.asahi-kasei.com/jp/sustainability/environment/climate_change/pdf/gbar2506jp.pdf
https://www.asahi-kasei.com/jp/sustainability/environment/climate_change/pdf/gbar2506jp.pdf
https://www.asahi-kasei.com/jp/news/2023/ze231101.html
https://www.asahi-kasei.com/jp/news/2023/ze231101.html
https://www.asahi-kasei.com/jp/news/2023/ze231101.html
https://www.asahi-kasei.com/jp/news/2023/ze231101.html
https://www.asahi-kasei.com/jp/news/2023/ze231101.html
https://www.asahi-kasei.com/jp/news/2023/ze231101.html
https://www.asahi-kasei.com/jp/news/2023/ze231101.html
https://www.asahi-kasei.com/jp/news/2023/ze231101.html
https://greenfinanceportal.env.go.jp/
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事例② | 旭化成 (再生可能エネルギー) (2/2)

インパクトレポーティングの事例 (続き)

出所: 旭化成「気候変動」 

（省略）

発行済み・償還期限前グリー
ンボンドに関するレポーティ
ングを毎年実施（全額充当済
みのものも含む）

1-a

本書５ページ「国内市場におけるインパクトレポー
ティングの課題」における課題への対応状況 採用指標2-a リファイナ

ンスの明記3-b算定方法の
記載2-b第三者検証1-b プロジェクト

単位の報告3-a定期的な
報告1-a インパクト

寄与分3-c ネガティブ
インパクト3-d

• 当社はグリーンボンドにより、老朽化した水力発電所（約1世紀にわ
たり使用）の改修資金を調達しました。

• 既存資源を有効活用しながら再生可能エネルギーの創出を行う点に
意義があると考えています。

• 発行に際しては、地域や分野を超えた多くの投資家から関心をお寄
せいただき、長期的な環境価値を評価いただく機会となりました。

• 発行後は、「環境改善効果」が分かりやすく伝わるよう、年間発電
量に地域の電力会社のGHG排出係数を乗じて算出した数値を、客観
的な定量データとして開示しています。

ご担当者様コメント▼当社ウェブサイト (サステナビリティ＞環境＞気候変動)

2

https://www.asahi-kasei.com/jp/sustainability/environment/climate_change/
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事例③ | 丸井グループ (再生可能エネルギー) (1/2)

発行体名

業種分類

発行時期

調達額

償還期間

資金使途

第三者
評価機関

卸売業、小売業

2024年5月

1年

1.59億円

株式会社丸井グループ

再生可能エネルギー
発電所取得
(茨城県潮来市)

SPO：R&I

ボンドの特徴・位置づけ
• 当社は長期経営方針「ビジョン

2050」において「利益としあ
わせの両立」を掲げ、インパク
ト目標と財務目標を一体で追求
する経営を推進

• 本ボンドはその実践として、個
人の資産形成と脱炭素社会の実
現を両立させる "応援投資" の
仕組みとして発行されたもの

• 個人のクレジットカード会員向
けに、ブロックチェーン技術を
活用し、利息の一部を自社ポイ
ントにより直接支払い

レポートの特徴
• 発電量やCO2排出削減
量をシンプルな構成と
アイコンで示し、個人
投資家にも理解しやす
い形で成果を可視化

• あわせて「現地レポー
ト」で稼働・運営の状
況をインタビュー映像
を中心に解説しており、
共感性の高いレポー
ティングを行う工夫が
見られる

カテゴリー 上場

発電所単位でインパクト
を開示

3-a

R&I社による定期モニタ
リングを取得、オピニオ
ン自体もレポートに添付

1-b

リファイナンス額 （リ
ファイナンスでないこ
と）を明記

3-b

ICMAのコア指標である発
電量(kWh2⁾)及びCO2排
出削減量(t-CO2)を用い
てインパクトを開示

2-a

1.発行後1年以内に全額充当しており定期的な報告の対象外; 2.ICMAハンドブックにおけるコア指標とされている発電量の単位は MWh
出所: 丸井グループ「丸井グループの"応援投資"」; 同「アニュアルレポート (2025年4月)」; 同「インパクト事例」; 環境省「グリーンファイナンスポータル」

本書５ページ「国内市場におけるインパクトレポー
ティングの課題」における課題への対応状況 採用指標2-a リファイナ

ンスの明記3-b第三者検証1-b プロジェクト
単位の報告3-a定期的な

報告1)1-a 算定方法の
記載2-b インパクト

寄与分3-c ネガティブ
インパクト3-d

グリーンボンドの概要 インパクトレポーティングの事例
掲載場所：特設HP

3

https://www.0101maruigroup.co.jp/g-bond/
https://www.0101maruigroup.co.jp/g-bond/
https://www.0101maruigroup.co.jp/g-bond/
https://www.0101maruigroup.co.jp/g-bond/
https://pdf.0101maruigroup.co.jp/g-bond/pdf/202504_annual_report.pdf
https://pdf.0101maruigroup.co.jp/g-bond/pdf/202504_annual_report.pdf
https://pdf.0101maruigroup.co.jp/g-bond/pdf/202504_annual_report.pdf
https://pdf.0101maruigroup.co.jp/g-bond/pdf/202504_annual_report.pdf
https://pdf.0101maruigroup.co.jp/g-bond/pdf/202504_annual_report.pdf
https://pdf.0101maruigroup.co.jp/g-bond/pdf/202504_annual_report.pdf
https://www.0101maruigroup.co.jp/about/impact/case/renewableenergy
https://greenfinanceportal.env.go.jp/
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事例③ | 丸井グループ (再生可能エネルギー) (2/2)

インパクトレポーティングの事例 (続き)

前ページのインパクトレポーティングへ

1.発行後1年以内に全額充当しており定期的な報告の対象外
出所: 丸井グループ「丸井グループの"応援投資"」; 同「現地レポート」(2025年10月20日閲覧)

本書５ページ「国内市場におけるインパクトレポー
ティングの課題」における課題への対応状況 採用指標2-a リファイナ

ンスの明記3-b第三者検証1-b プロジェクト
単位の報告3-a定期的な

報告1)1-a 算定方法の
記載2-b インパクト

寄与分3-c ネガティブ
インパクト3-d

• 本ボンドは個人投資家に向けて発行しており、レポーティン
グに当たっても、資金がどのように使われたかをわかりやす
く説明するため、現地レポートの動画を公開しました。

ご担当者様コメント

3

1,589回視聴 2024/10/11 #投資 #丸井グループ #マルイ
皆さんこんにちは！
今回は丸井グループの「応援投資～グリーンボンド～」についてです。
「応援投資」とは、社会貢献に取り組みたい気持ちと、「預金より高い利息収入」という資産形成を両立すること
をめざす丸井グループの新しい仕組みです。
この応援投資の取り組みの中で、この度は再生可能エネルギーの拡大と脱炭素社会の実現をめざす、株式会社
UPDATERさまにご協力を頂き、茨城県潮来市の太陽光発電所の取得をいたしました。
そしてその発電所取得の原資となるお金は、丸井グループが発行しているエポスカードの会員さまからお預かりし
ています。
ということで、この社債をご購入いただいたお客さまへのご報告もかねて、茨城県潮来市の太陽光発電所に行って
きました！ぜひご覧ください！

0:00～0:36 CFOからの急な呼び出し！「明日、潮来に行ってきて！」
0:36～1:36 再エネ応援投資・社債をご購入いただいた方へのご報告も兼ねて現地レポートに行ってきます！
1:37～1:50 茨城県潮来市の再エネ発電所に到着！
1:51～2:45 発電所の管理担当者にインタビュー！
2:46～3:03 送電経路を解説！
3:04～3:10 太陽光パネルの下へ移動～
3:11～5:03 株式会社UPDATERご担当者さまにインタビュー！
5:04～6:03 今回インタビューをしてみて

https://www.0101maruigroup.co.jp/g-bond/
https://www.0101maruigroup.co.jp/g-bond/
https://www.0101maruigroup.co.jp/g-bond/
https://www.0101maruigroup.co.jp/g-bond/
https://youtu.be/PuwQmfb-pGA
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事例④ | 三井住友フィナンシャルグループ (再生可能エネルギー) (1/3) 

発行体名

業種分類

発行時期

調達額

償還期間

資金使途

第三者
評価機関

金融

2024年9月

7年

5億ユーロ

株式会社三井住友フィ
ナンシャルグループ

再生可能エネルギー、
エネルギー効率と
いった 「グリーン適格
プロジェクト」への
投融資

SPO：
SUSTAINALYTICS

ボンドの特徴・位置づけ
• 当社グループは中期経営計画に
おいて「環境」を主体的に取り
組むべきマテリアリティ（重点
課題）の一つと設定し、環境課
題の解決ならびに脱炭素社会の
実現という社会的価値の創造に
向けた取組みの一環として発行

• 資金使途は国内外の再エネプロ
ジェクトへの融資が対象で、国
内外投資家にも向けて米ドル、
ユーロ、豪ドルの複数外貨建て
のグリーンボンドを発行

カテゴリー 上場

再生可能エネルギー事業
それぞれのインパクトを
開示

3-a

ICMAのコア指標である
発電容量 (MW) 及び
CO2排出削減量 (t-CO2) 
を用いてインパクトを開
示

2-a

プロジェクトのCO2排出
削減相当量のうち当社寄
与分を記載

3-c

CO2排出削減量の算定ガ
イダンスを提供

2-b

出所: 三井住友フィナンシャルグループ「2024 Green Bond Annual Investor Report」; 環境省「グリーンファイナンスポータル」

レポートの特徴
• 対象国・再エネ種別・
サブローン契約別のプ
ロジェクト単位で、発
電容量やCO2排出削減
量を表形式で整理

• 海外投資家向けにイン
パクトレポーティング
も英語で実施し、CO2
排出削減量の算定方法
についても詳細なガイ
ダンスを提供

本書５ページ「国内市場におけるインパクトレポー
ティングの課題」における課題への対応状況

定期的な
報告1-a 採用指標2-a 算定方法の

記載2-b インパクト
寄与分3-cプロジェクト

単位の報告3-a リファイナ
ンスの明記3-b第三者検証1-b ネガティブ

インパクト3-d

グリーンボンドの概要 インパクトレポーティングの事例
掲載場所：株主・投資家の皆さまへ＞株式・社債情報＞グリーンボンド/ローン

4

https://www.smfg.co.jp/english/sustainability/materiality/environment/procurement/pdf/Bond_Annual_Report_202412e.pdf
https://www.smfg.co.jp/english/sustainability/materiality/environment/procurement/pdf/Bond_Annual_Report_202412e.pdf
https://www.smfg.co.jp/english/sustainability/materiality/environment/procurement/pdf/Bond_Annual_Report_202412e.pdf
https://www.smfg.co.jp/english/sustainability/materiality/environment/procurement/pdf/Bond_Annual_Report_202412e.pdf
https://www.smfg.co.jp/english/sustainability/materiality/environment/procurement/pdf/Bond_Annual_Report_202412e.pdf
https://www.smfg.co.jp/english/sustainability/materiality/environment/procurement/pdf/Bond_Annual_Report_202412e.pdf
https://greenfinanceportal.env.go.jp/
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事例④ | 三井住友フィナンシャルグループ (再生可能エネルギー) (2/3)
本書５ページ「国内市場におけるインパクトレポー
ティングの課題」における課題への対応状況

定期的な
報告1-a 採用指標2-a 算定方法の

記載2-b インパクト
寄与分3-cプロジェクト

単位の報告3-a リファイナ
ンスの明記3-b第三者検証1-b ネガティブ

インパクト3-d

4

インパクトレポーティングの事例 (続き)

年次でレポーティングを
実施

1-a
第三者評価機関によるレ
ビューをボンドごとに実
施

1-b
グリーン適格性の評価の
中でネガティブインパク
トがないことを確認

3-d

（省略）

出所: 三井住友フィナンシャルグループ「Green Bond/Loan」 ; 同「Green Finance Framework October 2022」

https://www.smfg.co.jp/english/investor/stock/procurement/
https://www.smfg.co.jp/english/sustainability/materiality/environment/procurement/pdf/green_finance_framework_2022.pdf
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事例④ | 三井住友フィナンシャルグループ (再生可能エネルギー) (3/3)
本書５ページ「国内市場におけるインパクトレポー
ティングの課題」における課題への対応状況

定期的な
報告1-a 採用指標2-a 算定方法の

記載2-b インパクト
寄与分3-cプロジェクト

単位の報告3-a リファイナ
ンスの明記3-b第三者検証1-b ネガティブ

インパクト3-d

4

出所: 三井住友フィナンシャルグループ

• SMFG／SMBCでは、ICMAグリーンボンド原則等の国際的枠組みを踏まえ、投資家をはじめとするステークホルダーに視覚的
に分かりやすく、且つ具体的な前提条件を伴なう信頼性の高い情報を伝えることを重視しております。具体的には、Annual 
Investor Reportで対象プロジェクト件数や地域の分類、ボンド毎の資金充当状況、環境インパクト指標における計算方法の
前提を明記することで、ボンドの裏付となるグリーンアセットポートフォリオへの透明性を確保すると共に、発行済の全グ
リーンボンドに対する1百万ユーロあたりCO2削減量を明記するなど、比較可能な数値でCO2削減効果を示すこともしており
ます。

• インパクトレポート公表後、投資家を中心としたステークホルダーから、充当した対象プロジェクト毎のCO2削減効果を理解
できると評価を頂く一方、特に海外でのタクソノミーやメソドロジー議論の動向を踏まえ、環境効果の算定方法や比較可能性
の更なる高度化・標準化を期待するご意見も聞かれ、一定の示唆があるものと考えております。

• インパクトレポーティングにおいては、必要なデータを継続的かつ安定的に取得・管理する体制整備には、一定の時間とコス
トを要する点が課題と感じております。

• グリーンボンドの発行を通じ、以下のようなメリットが得られていると考えております。
− 環境関連分野への資金供給の可視化・促進： 環境配慮型プロジェクトへの資金供給を明確に示すことで、SMBCグ
ループの環境への取り組み姿勢を社内外に示すことができております。

− 投資家層の拡大・対話の深化： サステナブルファイナンスに関心を有する投資家との新たな接点が生まれ、サステナ
ビリティに関する対話が一層深まっております。また、ESGファンドの需要から発行額の増加にも一定程度寄与すると
考えております。

− 社内意識の向上： グリーンボンドを通じた取り組みが、環境課題への理解促進や関連部署の連携強化にも寄与してい
ると考えております。

ご担当者様コメント



28

Note
開示指標の計算式について：
協創棟の外部購入電力量(1時間値)データを取得した後、以下の計算式に基づき、CO2排出削減量、エネルギー削減量の1時間値を計算しています。また、日次・月次・年次に集計しています。
・ 「建物自体のCO2排出削減量」の1時間値(t-CO2) ＝ ①「基準CO2排出量」の1時間値 – ③「実績CO2排出量」の1時間値
・ 「建物自体のエネルギー削減量」の1時間値(MJ) ＝ ②「基準エネルギー消費量」の1時間値 – ④「実績エネルギ―消費量」の1時間
①「基準CO2排出量」の1時間値(t-CO2) = 対象物件の延床面積(㎡) × 「DECCで設定されている延べ床面積当たりの一次エネルギー(MJ/㎡)」の1時間値(※) × 1/1000(GJ/MJ) × 原油の排出係数(tC/GJ) × 44/12(t-CO2/tC)
②「基準エネルギー消費量」の1時間値(MJ) = 対象物件の延床面積(㎡) × 「DECCで設定されている延べ床面積当たりの一次エネルギー(MJ/㎡)」の1時間値(※)
※「DECCで設定されている延べ床面積当たりの一次エネルギー」の1時間値は、一般社団法人 日本サステナブル建築協会が公開していますDECC(Data-base for Energy Consumption of Commercial buildings)の
個別情報データを集計して月次を求め、月次の値を等分することで算出しています。
従いまして、「基準CO2排出量」、「基準エネルギー消費量」の1時間値、日次は一定値になり、業務/非業務時間帯、業務/非業務日によるエネルギー需要の変動を考慮しておりません。

③「実績CO2排出量」の1時間値(t-CO2) = 「協創棟における外部購入電力」の1時間値(kWh) × 外部購入電力の排出係数(t-CO2/kWh)
④「実績エネルギー消費量」の1時間値(MJ) = 「協創棟における外部購入電力」の1時間値(kWh) × 電気の一次エネルギー換算係数(MJ/kWh)

カーボン・オフセットについて:
協創棟では、非化石証書によりオフセットを行うことで、再生可能エネルギー由来の電力100%使用を実現しています(詳細は以下のサイトをご参考ください)。上記の削減量は、オフセット前のエネルギー消費量から算出しています。
https://www.powered-by-re.com/kyosoto/chart.html

事例⑤ | 日立製作所 (省エネルギー) (1/2)

発行体名

業種分類

発行時期

調達額

償還期間

資金使途

第三者
評価機関

その他製造業

2023年12月

5年

100億円

株式会社日立製作所

省エネルギービルであ
る中央研究所「協創
棟」の建設費用及び改
修費用のリファイナン
ス

SPO：R&I

ボンドの特徴・位置づけ
• 当社は、環境ビジョンにおいて

2030年度までに自社の事業所
におけるカーボンニュートラル
の達成等を目標に掲げており、
その取組を加速させることを目
的にグリーンボンドを起債

• 本ボンドは、IoTやブロック
チェーン基盤等のデジタル技術
を用いた「デジタル環境債」で、
データの透明性及びデータ収集
の効率化の向上を目指す

カテゴリー 上場

開示指標の計算式等
を詳細に記載

2-b
プロジェクト（施
設）単位でインパク
トを開示

3-a
ICMAのコア指標で
あるエネルギー削減
量 (MJ) 及び CO2
排出削減量 (t-
CO2)1)を用いてイ
ンパクトを開示

2-a

1.ダッシュボードのサマリー画面で確認できるのは発行来及び直近24時間の合計値だが、年間の合計値についてもダッシュボードの "Details / Export" メニューより入手できる
出所: 日立製作所「日立によるデジタル環境債の発行に向けた協業について」; 同「グリーンボンド・フレームワーク」; 同「グリーン・トラッキング・ハブ」; 環境省「グリーンファイナンスポータル」

リファイナンス割合
を明記

3-b

レポートの特徴
• 発電量やCO2排出削減
量等をリアルタイムに
開示し、開示指標の計
算式やリファイナンス
割合を明記

• ダッシュボードはIoT
及びブロックチェーン
を活用して1時間ごと
に更新されるとともに、
グラフやマップを活用
してビジュアル性を訴
求

本書５ページ「国内市場におけるインパクトレポー
ティングの課題」における課題への対応状況

定期的な
報告1-a 採用指標2-a リファイナ

ンスの明記3-b算定方法の
記載2-b プロジェクト

単位の報告3-a インパクト
寄与分3-c第三者検証1-b ネガティブ

インパクト3-d

グリーンボンドの概要 インパクトレポーティングの事例
掲載場所：企業情報＞ニュースリリース

5

協創棟

プロジェクト概要：中央研究所内の「協創棟」に係る建設費用及び改修費用のリファイナンス
日立製作所中央研究所「協創棟」（東京都国分寺市東恋ヶ窪一丁目280番地）
延床面積：16,024㎡
竣工時期：2019年3月
環境性能：建築物省エネルギー性能表示制度（BELS）によるBEI:0.74

Green Bond の各発行体及び発行 Green Bond 銘柄に応じたサマリ情報が閲覧できるページです。

グリーン・デジタル・トラック・ボンドの発行体が、調達した資金使途の透明性を高めるため、資金を充当したプロジェクトの発電量やエネルギー消費量などのデータを自動的に計測し、CO2排出削減量などの環境改善効果に換算し、データ開示を行なっています。

サマリページ

https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2023/11/1116.html
https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2023/11/1116-1.pdf
https://jpx-trackbond.com/
https://greenfinanceportal.env.go.jp/
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事例⑤ | 日立製作所 (省エネルギー) (2/2)

インパクトレポーティングの事例 (続き)

出所: 日立製作所「日立によるデジタル環境債の発行に向けた協業について」

(中略)

発行時ニュースリリースからレポー
ティング掲載場所（グリーン・ト
ラッキング・ハブ）へリンクし、自
動的・継続的な開示を実施

1-a

本書５ページ「国内市場におけるインパクトレポー
ティングの課題」における課題への対応状況

定期的な
報告1-a 採用指標2-a リファイナ

ンスの明記3-b算定方法の
記載2-b プロジェクト

単位の報告3-a インパクト
寄与分3-c第三者検証1-b ネガティブ

インパクト3-d

▼発行時当社プレスリリース

• IoTやブロックチェーンなどの先進技術を活用し、従
来の年次のレポーティングだけではない時間単位のグ
リーンインパクトの開示を実現しました。

• 情報の透明性、適時性を高めてレポーティングの質を
向上し、投資家の皆様とのエンゲージメントの深化に
寄与していると考えています。

• リアルタイムでの情報開示を行った気付きとして、継
続した情報開示のためにはIoT機器や通信環境などの
品質を考慮することも重要であり、今後も投資家の皆
様へサービス品質へのご意見をいただきながら、品質
確保に向けた施策やコストを検討することが必要であ
ると考えます。

• 弊社の負荷低減の観点では、データ収集の自動化や、
グリーン・トラッキング・ハブの画面をそのままレ
ポーティングに使用していることから、レポーティン
グに係る業務負荷の低減に効果があったと感じていま
す。

ご担当者様コメント

5

https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2023/11/1116.html
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事例⑥ | オーエスジー (省エネルギー) (1/2)

発行体名

業種分類

発行時期

調達額

償還期間

資金使途

第三者
評価機関

その他製造業

2023年8月

5年

50億円

オーエスジー株式会社

大池工場の改修CAE解析
による切削シミュレー
ション省電力に資する
環境配慮型製品工程集約
による省電力・廃棄物
削減に資する製品

SPO：JCR

ボンドの特徴・位置づけ
• 当社は中期経営計画「Beyond 

the Limit」のもと、脱炭素時
代におけるものづくり分野での
気候変動への取組を重要課題
(マテリアリティ) と位置づけ

• 本ボンドは、同中期経営計画実
現に向け、成長戦略とESGの取
組を結びつけることで創出する
企業価値の最大化を目指し、
「グリーンビルディング」「環
境配慮型製品の研究開発資金」
に充当

カテゴリー 上場

リファイナンス割合を明
記

3-b
プロジェクト単位（環境
配慮型製品に関しては
製品単位）でインパクト
を開示

3-a
ICMAのコア指標である
CO2排出削減効果 (t-
CO2) 等を用いてインパ
クトを開示

2-a

出所: オーエスジー「当社初の『グリーンボンド』(別称: OSG Beyond the Limit Bond)発行に関するお知らせ」; 同「レポーティング(2024年11月)」; 環境省「グリーンファイナンスポータル」 

レポートの特徴
• レポーティングを毎年
実施し、資金充当状況
(リファイナンス状況を
含む) 及びその完了予
定、各プロジェクトに
おける指標を開示

• 「省エネルギー」「環
境配慮型の製品」等の
資金使途ごとにICMA
ハンドブックにおける
コア指標を用いて成果
を報告

本書５ページ「国内市場におけるインパクトレポー
ティングの課題」における課題への対応状況

定期的な
報告1-a 採用指標2-a リファイナ

ンスの明記3-bプロジェクト
単位の報告3-a算定方法の

記載2-b インパクト
寄与分3-c第三者検証1-b ネガティブ

インパクト3-d

グリーンボンドの概要 インパクトレポーティングの事例

掲載場所：企業情報＞投資家情報＞格付・社債情報＞グリーンボンド

6

https://www.osg.co.jp/about_us/ir/news/file/20230309_release.pdf
https://www.osg.co.jp/about_us/ir/news/file/20230309_release.pdf
https://www.osg.co.jp/about_us/ir/news/file/20230309_release.pdf
https://www.osg.co.jp/about_us/ir/news/file/20230309_release.pdf
https://www.osg.co.jp/about_us/ir/news/file/20230309_release.pdf
https://www.osg.co.jp/about_us/ir/news/file/20230309_release.pdf
https://www.osg.co.jp/about_us/ir/news/file/20230309_release.pdf
https://www.osg.co.jp/about_us/ir/news/file/20230309_release.pdf
https://www.osg.co.jp/about_us/ir/stock_info/file/osg_annual_report_2024_jp.pdf
https://www.osg.co.jp/about_us/ir/stock_info/file/osg_annual_report_2024_jp.pdf
https://www.osg.co.jp/about_us/ir/stock_info/file/osg_annual_report_2024_jp.pdf
https://www.osg.co.jp/about_us/ir/stock_info/file/osg_annual_report_2024_jp.pdf
https://www.osg.co.jp/about_us/ir/stock_info/file/osg_annual_report_2024_jp.pdf
https://www.osg.co.jp/about_us/ir/stock_info/file/osg_annual_report_2024_jp.pdf
https://greenfinanceportal.env.go.jp/
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事例⑥ | オーエスジー (省エネルギー) (2/2)

インパクトレポーティングの事例 (続き)

出所: オーエスジー「グリーンボンド」

（省略）

ボンド回号ごとに、年次
でレポーティングを実施

1-a

• 将来にわたって一貫性のあるボンド発行および運用を支えるために
は、発行に至る背景や意図、意思決定の考え方を明確に整理し、組
織として共有していくことが重要だと感じます。

• ボンド発行を一過性の取組みではなく、戦略的かつポジティブな施
策として位置づけ、明確な目的意識のもとで記録およびレポーティ
ングのプロセスを確立することで、社内外に対する説明責任を果た
すとともに、レポーティングの質の向上につなげていくことが望ま
しいと考えます。

本書５ページ「国内市場におけるインパクトレポー
ティングの課題」における課題への対応状況

定期的な
報告1-a 採用指標2-a リファイナ

ンスの明記3-bプロジェクト
単位の報告3-a算定方法の

記載2-b インパクト
寄与分3-c第三者検証1-b ネガティブ

インパクト3-d

ご担当者様コメント
▼当社ウェブサイト中のグリーンボンド特設ページ

6

https://www.osg.co.jp/about_us/ir/stock_info/rating_bond/green_bond.html
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事例⑦ | 住友林業 (自然資源の持続可能な管理) (1/2)

発行体名

業種分類

発行時期

調達額

償還期間

資金使途

第三者
評価機関

不動産・建設

2018年9月

5年

100億円

住友林業株式会社

ニュージーランドの
山林資産の取得費用の
一部をリファイナンス

SPO：Vigeo Eiris

ボンドの特徴・位置づけ
• 当社は､長期ビジョン「Mission 

TREEING 2030」における方
針の一つに「森と木の価値を最
大限に活かした脱炭素化とサー
キュラーエコノミーの確立」を
掲げ、取組を推進

• 本ボンドは、ニュージーランド
の森林資産取得費用の一部をリ
ファイナンスするもので、持続
可能な森林管理及び木材資源の
循環利用のための資金として位
置づけ、世界初のグリーンCB 
(転換社債型新株予約権付社債) 
として発行

カテゴリー 上場

プロジェクト単位で発行
されるボンドごとにレ
ポーティングを実施

3-a

ICMAのコア指標である
植林地域の面積 (ha) 等
を用いてインパクトを開
示

2-a

出所: 住友林業グループ「環境面での便益: アウトプット及びインパクトの事後的推計 (2019年11月12日)」; 環境省 「グリーンファイナンスポータル」

レポートの特徴
• 自然資本 (森林資源) 
に固有のコア指標 (管
理面積、伐採量、植林
量、CO2吸収量 等) を
明示し、自然資本の持
続的管理に関する具体
的インパクトを定量的
に報告

• アウトプット (森林面
積 等) 及びアウトカム
(CO2吸収量 等) を整
理し、投資効果が一目
で把握できるよう工夫
されている

本書５ページ「国内市場におけるインパクトレポー
ティングの課題」における課題への対応状況

定期的な
報告1-a 採用指標2-a リファイナ

ンスの明記3-bプロジェクト
単位の報告3-a算定方法の

記載2-b インパクト
寄与分3-c第三者検証1-b ネガティブ

インパクト3-d

グリーンボンドの概要 インパクトレポーティングの事例
掲載場所：企業・IR・ESG・採用＞サステナビリティ＞サステナビリティレポート

7

https://sfc.jp/information/sustainability/governance/pdf/20191112_01.pdf
https://sfc.jp/information/sustainability/governance/pdf/20191112_01.pdf
https://sfc.jp/information/sustainability/governance/pdf/20191112_01.pdf
https://sfc.jp/information/sustainability/governance/pdf/20191112_01.pdf
https://sfc.jp/information/sustainability/governance/pdf/20191112_01.pdf
https://sfc.jp/information/sustainability/governance/pdf/20191112_01.pdf
https://sfc.jp/information/sustainability/governance/pdf/20191112_01.pdf
https://sfc.jp/information/sustainability/governance/pdf/20191112_01.pdf
https://sfc.jp/information/sustainability/governance/pdf/20191112_01.pdf
https://sfc.jp/information/sustainability/governance/pdf/20191112_01.pdf
https://greenfinanceportal.env.go.jp/
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事例⑦ | 住友林業 (自然資源の持続可能な管理) (2/2)

インパクトレポーティングの事例 (続き)

出所: 住友林業グループ「サステナビリティレポート (PDFダウンロード)」 ; 同「サステナビリティレポート2022」

リファイナンスであるこ
とを明記

3-b
年次発行のサステナビリ
ティレポート内でインパ
クトレポートを掲示

1-a

本書５ページ「国内市場におけるインパクトレポー
ティングの課題」における課題への対応状況

定期的な
報告1-a 採用指標2-a リファイナ

ンスの明記3-bプロジェクト
単位の報告3-a算定方法の

記載2-b インパクト
寄与分3-c第三者検証1-b ネガティブ

インパクト3-d

• 当社では、インパクトレポーティングを特別な取
組とせず、サステナビリティに関する開示の一部
として、実施しています。第三者評価機関や証券
会社との対話を通じ、グリーンボンド原則に沿っ
たKPI設定や枠組の整理を行い、実務に即した形
で取り組んでいます。

• 当社のグリーンCBは世界初の事例であり、当社だ
けでなく証券会社や評価機関にとっても試行的な
取組だったため、サステナビリティ情報をファイ
ナンスにどのように結びつけるかは議論を尽くし
ました。一方、グリーンであること自体がメリッ
トとして評価される場面は限定的で、先行事例な
らではの難しさもあったように感じています。

• 今後は、GHG削減やSBT達成に加え、Beyond 
2030を見据えた移行計画の中でどのような資金
調達を行うかが重要になると考えています。今後
とも、財務面と社会的要請の双方を踏まえ、適切
な機会があればサステナブルファイナンスの活用
を検討して参ります。

ご担当者様コメント
▼当社ウェブサイトのサステナビリティレポートページ

7

https://sfc.jp/information/sustainability/pdf/
https://sfc.jp/information/sustainability/pdf/
https://sfc.jp/information/sustainability/pdf/
https://sfc.jp/information/sustainability/pdf/
https://sfc.jp/information/sustainability/pdf/pdf/2022_report.pdf
https://sfc.jp/information/sustainability/pdf/pdf/2022_report.pdf
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事例⑧ | 東武鉄道 (クリーンな運輸) (1/2)

発行体名

業種分類

発行時期

調達額

償還期間

資金使途

第三者
評価機関

交通・運輸

2022年6月

10年

100億円

東武鉄道株式会社

新型車両導入・太陽光
発電システム設置
(一部リファイナンスを
含む)

SPO：R&I

ボンドの特徴・位置づけ
• 当社はサステナビリティ経営上
のマテリアリティの一つとして
「環境優位性の更なる向上など
による環境負荷軽減」を掲げ、
沿線地域社会及び企業グループ
の持続的発展を目指している

• 本ボンドは、新型車両導入及び
太陽光発電システム設置に充当
し、鉄道輸送・沿線施設におけ
る環境負荷低減を資金面から支
えるもの

カテゴリー 上場

ICMAのコア指標である
CO2排出削減量 (t-CO2
等)や発電量 (kWh1))を
用いてインパクトを開示

2-a
リファイナンス額を記載

3-b
CO2排出削減量の算定ガ
イダンスを提供

2-b
プロジェクト (新型車両
の導入等) 単位でインパ
クトを開示

3-a

1.ICMAハンドブックにおけるコア指標とされている発電量の単位は MWh
出所: 東武鉄道「東武グループのサステナビリティ経営の一環として当社初となる「グリーンボンド」を発行します!」; 同「グリーンボンド」; 同「第132回無担保社債 (グリーンボン
ド)レポーティング (2024年5月末時点)」; 環境省「グリーンファイナンスポータル」

レポートの特徴
• プロジェクトごとに資
金使途、資金充当状況
及びインパクトを表形
式で整理して開示する
とともに、その算出方
法を示している

• 鉄道事業特有の新型車
両導入プロジェクトに
ついては、CO2排出削
減量の算定前提を明記
する等、透明性を高め
る工夫が見られる

本書５ページ「国内市場におけるインパクトレポー
ティングの課題」における課題への対応状況

定期的な
報告1-a 採用指標2-a リファイナ

ンスの明記3-b算定方法の
記載2-b プロジェクト

単位の報告3-a インパクト
寄与分3-c第三者検証1-b ネガティブ

インパクト3-d

グリーンボンドの概要 インパクトレポーティングの事例
掲載場所：企業情報＞サステナビリティ＞環境負荷低減に向けた取り組み＞グリーンボンド

8

https://www.tobu.co.jp/cms-pdf/releases/202204281017590SUHd0dShBcY3IgN5mW2bg.pdf
https://www.tobu.co.jp/cms-pdf/releases/202204281017590SUHd0dShBcY3IgN5mW2bg.pdf
https://www.tobu.co.jp/corporation/kankyo/greenbond/
https://www.tobu.co.jp/_assets/images/corporation/kankyo/greenbond/reporting_202405.pdf
https://www.tobu.co.jp/_assets/images/corporation/kankyo/greenbond/reporting_202405.pdf
https://www.tobu.co.jp/_assets/images/corporation/kankyo/greenbond/reporting_202405.pdf
https://www.tobu.co.jp/_assets/images/corporation/kankyo/greenbond/reporting_202405.pdf
https://www.tobu.co.jp/_assets/images/corporation/kankyo/greenbond/reporting_202405.pdf
https://www.tobu.co.jp/_assets/images/corporation/kankyo/greenbond/reporting_202405.pdf
https://www.tobu.co.jp/_assets/images/corporation/kankyo/greenbond/reporting_202405.pdf
https://www.tobu.co.jp/_assets/images/corporation/kankyo/greenbond/reporting_202405.pdf
https://www.tobu.co.jp/_assets/images/corporation/kankyo/greenbond/reporting_202405.pdf
https://www.tobu.co.jp/_assets/images/corporation/kankyo/greenbond/reporting_202405.pdf
https://www.tobu.co.jp/_assets/images/corporation/kankyo/greenbond/reporting_202405.pdf
https://www.tobu.co.jp/_assets/images/corporation/kankyo/greenbond/reporting_202405.pdf
https://www.tobu.co.jp/_assets/images/corporation/kankyo/greenbond/reporting_202405.pdf
https://greenfinanceportal.env.go.jp/
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事例⑧ | 東武鉄道 (クリーンな運輸) (2/2)

インパクトレポーティングの事例 (続き)

発行済みグリーンボンド
に関するレポーティング
を毎年実施

1-a

出所: 東武鉄道「グリーンボンド」

本書５ページ「国内市場におけるインパクトレポー
ティングの課題」における課題への対応状況

定期的な
報告1-a 採用指標2-a リファイナ

ンスの明記3-b算定方法の
記載2-b プロジェクト

単位の報告3-a インパクト
寄与分3-c第三者検証1-b ネガティブ

インパクト3-d

▼当社ウェブサイトのグリーンボンド特設ページ

• 初の発行のため他社開示を参考にしつつ、各ステークホルダーに要
点が伝わるよう、具体的ながらも様式を簡素化する等の工夫を行い
ました。インパクト指標の記載については、わかりやすさや開示の
透明性を考慮し、具体的なCO2排出削減量を掲載することとしまし
た。これは、具体的な削減量を記載することで、当社全体の使用電
力に占める本件の寄与度や、他業種との比較による本件の規模感が
わかりやすく伝わると考えたためです。また、資金調達時期と設備
投資時期がずれるため、新規/リファイナンスの別が誤解なく伝わ
るよう記載に配慮しました。

• グリーンボンドの発行自体はIRやSRの場で継続的に話題になるも
のの、インパクトレポーティングに焦点を当てた質問や感想をいた
だく機会は限られます。一方、他リリース資料にはない投資効果も
記載された資料として、重宝されたケースもありました。

• 社内調整には多大な労力を要しました。グリーンボンドとは何かの
説明が必要であったり、推測値に過ぎないCO2排出削減量の開示へ
の抵抗感があったことから、根気強く説明を行いました。市場環境
が変わり準備期間が短くなる中、継続発行のためには平時から情報
共有できる体制や、起債後も含めた専門機関のより踏み込んだ支援
が望まれます。

• IRやSR等で認知していただけていることを確認できたことが、労
力に見合った大きなメリットであったと感じています。また、当社
HPにてISO取得や他の施策とセットで発信することで、弊社の取
組をより一貫性をもって外部に訴求できるものと考えております。

ご担当者様コメント

8

https://www.tobu.co.jp/corporation/kankyo/greenbond/
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事例⑨ | メタウォーター (持続可能な水資源) (1/2)

発行体名

業種分類

発行時期

調達額

償還期間

資金使途

第三者
評価機関

エネルギー

2023年12月

5年

100億円

メタウォーター
株式会社

持続可能な水処理事業¹⁾
(コンセッション事業、
投資・融資)

SPO：DNV

ボンドの特徴・位置づけ
• 当社は「サステナビリティに関
する基本方針」において「水環
境」を重要課題 (マテリアリ
ティ) の一つに位置づけている

• 本ボンドは、同社の「持続可能
な水処理事業」の実現に寄与す
るブルーボンドで、当該分野の
コンセッション事業及び投融資
を通じて環境インパクト創出を
支えるものとなっている

カテゴリー 上場

定量的インパクト及び定
性情報について、プロ
ジェクトごとに開示

3-a

1.水処理事業：水道事業、工業用水事業、下水道事業の全てまたはそのいずれか
出所: メタウォーター「「サステナビリティに関する基本方針」制定のお知らせ」; 同「第1回ブルーボンド インパクト・レポーティング (日本語版)」; 環境省「グリーンファイナンスポータル」 

レポートの特徴
• 年次レポーティングを
実施し、プロジェクト
ごとに定量的・定性的
指標を整理して公表、
外部レビューも取得

• 資金使途固有のコア
指標 (例えば、水道事
業では計画給水人口等)
を用いて報告するとと
もに、プロジェクトの
進捗・運営状況および
今後のインパクト見込
みについても具体的に
示し、透明性を高める
工夫が見られる

本書５ページ「国内市場におけるインパクトレポー
ティングの課題」における課題への対応状況

定期的な
報告1-a リファイナ

ンスの明記3-b第三者検証1-b プロジェクト
単位の報告3-a採用指標2-a 算定方法の

記載2-b インパクト
寄与分3-c ネガティブ

インパクト3-d

ブルーボンドの概要 インパクトレポーティングの事例
掲載場所：株主・投資家情報＞格付・社債情報

9

https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS08491/bc92f990/5cbe/4e68/b77d/9d9f598d14ca/140120220427529436.pdf
https://www.metawater.co.jp/assets/documents/ir/bluebond/impactreporting.pdf
https://www.metawater.co.jp/assets/documents/ir/bluebond/impactreporting.pdf
https://www.metawater.co.jp/assets/documents/ir/bluebond/impactreporting.pdf
https://www.metawater.co.jp/assets/documents/ir/bluebond/impactreporting.pdf
https://www.metawater.co.jp/assets/documents/ir/bluebond/impactreporting.pdf
https://www.metawater.co.jp/assets/documents/ir/bluebond/impactreporting.pdf
https://www.metawater.co.jp/assets/documents/ir/bluebond/impactreporting.pdf
https://greenfinanceportal.env.go.jp/
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事例⑨ | メタウォーター (持続可能な水資源) (2/2)

インパクトレポーティングの事例 (続き)

発行済みブルーボンド
に関するレポーティング
を毎年実施

1-a

出所: メタウォーター「格付・社債情報」 ; 同「第1回ブルーボンド インパクト・レポーティング (日本語版)」 

（省略）

DNV社による発行後定期
レビューにおいて、レ
ポーティングに関するレ
ビューを取得 (初回のみ)

1-b
リファイナンス額を明記

3-b

本書５ページ「国内市場におけるインパクトレポー
ティングの課題」における課題への対応状況

定期的な
報告1-a リファイナ

ンスの明記3-b第三者検証1-b プロジェクト
単位の報告3-a採用指標2-a 算定方法の

記載2-b インパクト
寄与分3-c ネガティブ

インパクト3-d

• 類似のレポーティングの先行
事例が多くない中、指標の選
定と効果の定量化には苦労し
ましたが、第三者評価機関等
の助言を得て、水処理能力を
アウトプット指標として整理
し、開示することができまし
た。

• 水処理事業は日常生活におい
てその価値が意識されにくい
ほど、社会インフラとして深
く根付いています。それゆえ、
今回投資家や第三者機関から
環境・事業両面での価値を改
めて認められたことは、当社
の事業価値の理解を深める上
で大きな意義があったと捉え
ています。

• 投資家や関係官公庁からの反
応も大きく、ブルーボンドと
して水事業の価値を広く知っ
ていただくという当初の狙い
は一定程度達成できたものと
考えています。

ご担当者様コメント

9

https://www.metawater.co.jp/ir/bluebond/
https://www.metawater.co.jp/assets/documents/ir/bluebond/impactreporting.pdf
https://www.metawater.co.jp/assets/documents/ir/bluebond/impactreporting.pdf
https://www.metawater.co.jp/assets/documents/ir/bluebond/impactreporting.pdf
https://www.metawater.co.jp/assets/documents/ir/bluebond/impactreporting.pdf
https://www.metawater.co.jp/assets/documents/ir/bluebond/impactreporting.pdf
https://www.metawater.co.jp/assets/documents/ir/bluebond/impactreporting.pdf
https://www.metawater.co.jp/assets/documents/ir/bluebond/impactreporting.pdf
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事例⑩ | 東京都 (気候変動に対する適応) (1/3)

業種分類 地方自治体

発行時期 2023年10月

償還期間 5年、30年

調達額 400億円

発行体名 東京都

資金使途 「エネルギーの脱炭素化
と持続可能な資源利用
によるゼロエミッション
の実現」区分に充当
される事業をはじめと
した21事業

第三者
評価機関

SPO：ISS Corporate 
Solutions

カテゴリー -

1.発行後1年以内に全額充当しており定期的な報告の対象外; 2.ICMAハンドブックにおけるコア指標とされている発電量の単位は MWh; 3.ICMAハンドブックにおいては「気候変動に対する適応」にお
けるコア指標は設定されていない;  出所: 東京都「東京グリーンボンドインパクトレポート (2023年10月)」; 環境省「グリーンファイナンスポータル」 

資金を充当した21の事
業ごとにインパクトを開
示

3-a

ICMAのコア指標である
発電量 (kWh2)) や、国
内ガイドラインで例示さ
れる指標3)等を用いてイ
ンパクトを開示

2-a

リファイナンス額を明記
3-b

資金使途となるプロジェ
クトが環境を「阻害」せ
ず「貢献」 するものだ
という評価を外部評価機
関により取得

3-d

ボンドの特徴・位置づけ
• 都は「ゼロエミッション東京戦
略」に基づき、2050年までに
温室効果ガス排出実質ゼロを目
指しており、2023年3月に「東
京都グリーンボンド・フレーム
ワーク」を策定。再エネ導入、
省エネ設備整備、緑化等、環境
負荷低減に資する事業を対象に
グリーンボンドで資金を調達

• 本ボンドは、機関投資家・個人
投資家の双方に向け販売され、
都民・企業等が環境施策の推進
に資金面から参加できる仕組み
となっている

レポートの特徴
• 都の環境目標や取組か
らESG債発行実績まで
幅広く情報を提示する
中で、再エネ発電量、
CO2排出削減量、緑化
面積等、資金使途別の
コア指標等を用いて環
境目標の進捗を報告

• ネガティブインパクト
(環境負荷や副次的影
響) への配慮にも言及
し、外部レビュー結果
を併記する等、情報開
示の範囲が広く透明性
が高い

• 主要な事業については、
意義や目標に加えて関
連する写真や図表を掲
示する等、視覚的な情
報開示の工夫も見られ
る

本書５ページ「国内市場におけるインパクトレポー
ティングの課題」における課題への対応状況 採用指標2-a リファイナ

ンスの明記3-bプロジェクト
単位の報告3-a ネガティブ

インパクト3-d第三者検証1-b定期的な
報告1)1-a 算定方法の

記載2-b インパクト
寄与分3-c

グリーンボンドの概要 インパクトレポーティングの事例

10

掲載場所：都全体で探す＞組織別＞財務局＞都債IR情報＞サステナブルファイナンス＞東京グリーン・ブルーボンド

https://www.zaimu.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/zaimu/impactreport_green_2024
https://www.zaimu.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/zaimu/impactreport_green_2024
https://www.zaimu.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/zaimu/impactreport_green_2024
https://www.zaimu.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/zaimu/impactreport_green_2024
https://www.zaimu.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/zaimu/impactreport_green_2024
https://www.zaimu.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/zaimu/impactreport_green_2024
https://www.zaimu.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/zaimu/impactreport_green_2024
https://greenfinanceportal.env.go.jp/
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事例⑩ | 東京都 (気候変動に対する適応) (2/3)

インパクトレポーティングの事例 (続き)
▼都ウェブサイトのグリーン・ブルーボンドページ

第三者機関による
評価 (発行後) の
中で、レポーティ
ングについてもレ
ビューが行われて
いる

1-b

1.発行後1年以内に全額充当しており定期的な報告の対象外
出所: 東京都「東京グリーンボンドインパクトレポート (2023年10月)」; 東京都「東京グリーン・ブルーボンド」

本書５ページ「国内市場におけるインパクトレポー
ティングの課題」における課題への対応状況 採用指標2-a リファイナ

ンスの明記3-bプロジェクト
単位の報告3-a ネガティブ

インパクト3-d第三者検証1-b定期的な
報告1)1-a 算定方法の

記載2-b インパクト
寄与分3-c

財務局トップ > 都債IR情報 > サステナブルファイナンス > 東京グリーン・ブルーボンド

東京グリーン・ブルーボンド
全国の地方自治体に先駆けて、平成29年度から「東京グリーンボンド」を発行し、令和６年度から
海洋環境の保全等に資する事業を加えた「東京グリーン・ブルーボンド」にヴァージョンアップし
ました。（以下、令和５年度までは「東京グリーンボンド」、令和６年度からは「東京グリーン・
ブルーボンド」です。）

(中略)

第三者機関による評価（発行後）

・ 令和６年度 ＞過去の情報はこちら

主要な事業について、
インパクトとともに、
意義や目標を改めて記
載するとともに、写真
や図表で視覚的な情報
開示の工夫が行われて
いる

10

https://www.zaimu.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/zaimu/impactreport_green_2024
https://www.zaimu.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/zaimu/impactreport_green_2024
https://www.zaimu.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/zaimu/impactreport_green_2024
https://www.zaimu.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/zaimu/impactreport_green_2024
https://www.zaimu.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/zaimu/impactreport_green_2024
https://www.zaimu.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/zaimu/impactreport_green_2024
https://www.zaimu.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/zaimu/impactreport_green_2024
https://www.zaimu.metro.tokyo.lg.jp/bond/tosai_gb/gb/
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事例⑩ | 東京都 (気候変動に対する適応) (3/3)

1.発行後1年以内に全額充当しており定期的な報告の対象外
出所: 東京都

本書５ページ「国内市場におけるインパクトレポー
ティングの課題」における課題への対応状況 採用指標2-a リファイナ

ンスの明記3-bプロジェクト
単位の報告3-a ネガティブ

インパクト3-d第三者検証1-b定期的な
報告1)1-a 算定方法の

記載2-b インパクト
寄与分3-c

• 本都では、全国の自治体に先駆けて、平成29年度（2017年
度）に国内市場でグリーンボンドを発行しました。令和６年度
（2024年度）には海洋環境の保全等を対象に加え、グリーン・
ブルーボンドとしています。また、令和７年度（2025年度）に
は、資金の用途を気候変動適応策といった都市の強靱化に資す
る事業に特化した「TOKYOレジリエンスボンド」を、海外市場
において発行しています。このように、国内外を問わず、東京
都の環境施策に対する理解を得て、投資をしていただくために
は、分かりやすい形で本都の取組を発信することが必要です。

• そのため、レポーティングにあたっては、読み手である投資家
の皆様を意識して、様々な工夫を凝らしています。具体的には、
透明性の確保の観点から実際に調達した資金を充当した事業の
状況や環境効果をわかりやすく示すとともに、環境目標や個々
の計画なども一体的に把握できるようにしています。また、レ
ポーティングに対する第三者評価を取得することで客観性を確
保するとともに、内容面以外のところでも、たとえば、PDFの
みならずデジタルブックにより公表するなど、閲覧しやすい形
としています。

• インパクトレポートは、次年度の起債時に投資家説明や対話の
場で活用できる重要なコミュニケーションツールとなっており、
レポーティングの意義を感じています。

ご担当者様コメント

10
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事例⑪ | 日揮ホールディングス (環境配慮製品、製造技術・プロセス) (1/2)

発行体名

業種分類

発行時期

調達額

償還期間

資金使途

第三者
評価機関

不動産・建設

2023年9月

5年

100億円

日揮ホールディングス
株式会社

カーボンリサイクル/
ケミカルリサイクル
事業、エネルギー
トランジション事業

SPO：R&I

ボンドの特徴・位置づけ
• 当社は長期経営ビジョン
「2040年ビジョン」の実現に
向け、中期経営計画における重
点戦略として「高機能材製造事
業の拡大」 「将来の成長エン
ジンの確立」 等を提示

• 本ボンドは、SAF生産設備やEV
向け高熱伝導窒化ケイ素基板設
備、CO2を直接原料としたポリ
マー合成技術等の脱炭素及び資
源循環を支える重点戦略プロ
ジェクトに対する資金調達手段
として発行

カテゴリー 上場

出所: 日揮ホールディングス「グリーンボンドレポーティング (2025年6月30日)」; 同「プレスリリース (2023年8月9日) 」; 環境省 「グリーンファイナンスポータル」 

レポートの特徴
• 年次レポーティングに
おいて資金充当状況及
びプロジェクトごとの
定量的指標を整理

• 環境配慮製品の開発・
製造に関するインパク
トを、グリーンリスト
に例示されている指標
(ツールやサービスによ
り回避できた CO2 
排出量 (t-CO2) や廃棄
物の量 (t)) を用いて報
告

本書５ページ「国内市場におけるインパクトレポー
ティングの課題」における課題への対応状況

定期的な
報告1-a 採用指標2-a リファイナ

ンスの明記3-b算定方法の
記載2-b インパクト

寄与分3-cプロジェクト
単位の報告3-a第三者検証1-b ネガティブ

インパクト3-d

グリーンボンドの概要 インパクトレポーティングの事例

2025年6月30日

グリーンボンド レポーティング
（日揮ホールディングス株式会社第8回無担保社債）

１．資金充当状況レポーティング（2025 年３月末時点）
当社が 2023 年 9 月 19 日に発行した第 8 回無担保社債（特定社債間限定同順位特約付）

（グリーンボンド）（以下、本グリーンボンド）により調達した資金の適格プロジェクトへ
の充当状況は以下のとおりです。

（中略）

なお、リファイナンスに該当するものはありません。

２．インパクト・レポーティング
本グリーンボンドで調達した資金の一部を充当した各適格プロジェクトの概要及び各プ

ロジェクトにおける環境改善効果の各種指標は以下のとおりです。

<持続可能な航空燃料（SAF）>
 プロジェクト概要

（中略）
 生産開始後に期待される温室効果ガス削減貢献量

※1 CORSIA（国際民間航空のためのカーボン・オフセット及び削減スキーム）持続可能性
基準への適合に係る認証に関して ICAO（国際民間航空機関）より公表されているラ
イフサイクルCO2排出原単位を用いて推計。

総事業費 CO2排出削減貢献量（推計値）※1

プロジェクト全体 185 億円 73,687 t-CO2/年

グリーンボンド資金充当分 50 億円 19,915 t-CO2/年

CO2排出削減貢献量等、
それぞれの算出・推計方
法を記載

2-b
「プロジェクト全体」と
「グリーンボンド資金充
当分」それぞれの費用を
記載

3-c

高熱伝導窒化ケイ素基板
をはじめとした3つの事
業それぞれのインパクト
を開示

3-a

国内ガイドラインにて例
示されているSAF等の製
造を通じたCO2排出削減
貢献量 (t-CO2) をイン
パクトとして開示

2-a

リファイナンス額 (リ
ファイナンスでないこ
と) を明記

3-b

掲載場所：サステナビリティ＞環境への取り組み＞グリーンボンド（第８回無担保社債）

11

https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/pdf/GreenBondReporting_FY2024_j.pdf
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/pdf/GreenBondReporting_FY2024_j.pdf
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/pdf/GreenBondReporting_FY2024_j.pdf
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/pdf/GreenBondReporting_FY2024_j.pdf
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/pdf/GreenBondReporting_FY2024_j.pdf
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/pdf/GreenBondReporting_FY2024_j.pdf
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/pdf/GreenBondReporting_FY2024_j.pdf
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/pdf/GreenBondReporting_FY2024_j.pdf
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/pdf/announce.pdf
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/pdf/announce.pdf
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/pdf/announce.pdf
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/pdf/announce.pdf
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/pdf/announce.pdf
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/pdf/announce.pdf
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/pdf/announce.pdf
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/pdf/announce.pdf
https://greenfinanceportal.env.go.jp/
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事例⑪ | 日揮ホールディングス (環境配慮製品、製造技術・プロセス) (2/2)

インパクトレポーティングの事例 (続き)

出所: 日揮ホールディングス「グリーンボンド（第8回無担保社債）」 ; 同「グリーンボンドレポーティング (2025年6月30日)」 ; 同「グリーンボンドレポーティング (2024年6月28日)」  

本書５ページ「国内市場におけるインパクトレポー
ティングの課題」における課題への対応状況

定期的な
報告1-a 採用指標2-a リファイナ

ンスの明記3-b算定方法の
記載2-b インパクト

寄与分3-cプロジェクト
単位の報告3-a第三者検証1-b ネガティブ

インパクト3-d

(中略)

▼当社HPの該当グリーンボンド特設ページ (回号ごと)

▼2025年3月末時点 ▼2024年3月末時点

ボンド回号ごとに、年次
でレポーティングを実施

1-a

11

https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/pdf/GreenBondReporting_FY2024_j.pdf
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/pdf/GreenBondReporting_FY2024_j.pdf
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/pdf/GreenBondReporting_FY2024_j.pdf
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/pdf/GreenBondReporting_FY2024_j.pdf
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/pdf/GreenBondReporting_FY2024_j.pdf
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/pdf/GreenBondReporting_FY2024_j.pdf
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/pdf/GreenBondReporting_FY2024_j.pdf
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/pdf/GreenBondReporting_FY2024_j.pdf
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/pdf/GreenBondReporting_FY2023_j.pdf
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/pdf/GreenBondReporting_FY2023_j.pdf
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/pdf/GreenBondReporting_FY2023_j.pdf
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/pdf/GreenBondReporting_FY2023_j.pdf
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/pdf/GreenBondReporting_FY2023_j.pdf
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/pdf/GreenBondReporting_FY2023_j.pdf
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/pdf/GreenBondReporting_FY2023_j.pdf
https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/environment/green-bond/pdf/GreenBondReporting_FY2023_j.pdf
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事例 ⑫ | 東急不動産ホールディングス (グリーンビルディング) (1/2)

業種分類 不動産・建設

発行時期 2023年6月

償還期間 5年

調達額 100億円

発行体名 東急不動産
ホールディングス
株式会社

資金使途 COCONO SUSUKINO
の設備資金にかかる
リファイナンス資金と
して充当

第三者
評価機関

SPO：JCR

ボンドの特徴・位置づけ
• 当社は長期ビジョン「GROUP 

VISION 2030」において「WE 
ARE GREEN」を掲げ、脱炭素
社会や環境配慮型都市づくりを
推進している

• 本ボンドはその方針の下、環境
性能認証を取得した商業施設
「COCONO SUSUKINO」 の
設備資金に充当し、持続可能な
不動産開発を推進するために発
行

カテゴリー 上場

施設単位でインパクトを
開示

3-a

ICMAのコア指標である
グリーンビルディング認
証、延床面積当たりCO2
削減量 (kg-CO2/㎡) 等
を用いてインパクトを開
示

2-a

リファイナンス額を明記
3-b

出所: 東急不動産ホールディングス「サステナビリティファイナンス」; 同「2024年度レポーティング」; 同「News Release (2023年5月23日)」; 環境省 「グリーンファイナンスポータル」

レポートの特徴
• 本レポーティングでは、

CO2排出削減量等の定
量的指標について「実
績値」「想定値」を区
別して表示

• 定性的指標としてのグ
リーンビルディング認
証名だけでなく、断熱
性能や高効率熱源の採
用など認証で評価され
た要素を具体的に示し、
透明性を高めている

本書５ページ「国内市場におけるインパクトレポー
ティングの課題」における課題への対応状況

定期的な
報告1-a 採用指標2-a リファイナ

ンスの明記3-bプロジェクト
単位の報告3-a算定方法の

記載2-b インパクト
寄与分3-c第三者検証1-b ネガティブ

インパクト3-d

グリーンボンドの概要 インパクトレポーティングの事例
掲載場所：投資家情報＞株式・社債情報＞サステナビリティファイナンス

12

https://www.tokyu-fudosan-hd.co.jp/ir/stockandbond/sustainabilityfinance/
https://www.tokyu-fudosan-hd.co.jp/pdf/ir/stockandbond/sustainabilityfinance/coconosusukino_reporting_2024.pdf
https://www.tokyu-fudosan-hd.co.jp/pdf/ir/stockandbond/sustainabilityfinance/coconosusukino_reporting_2024.pdf
https://www.tokyu-fudosan-hd.co.jp/pdf/ir/stockandbond/sustainabilityfinance/3e3a1bdab90ec57d531111b790a334b699556ccd.pdf
https://www.tokyu-fudosan-hd.co.jp/pdf/ir/stockandbond/sustainabilityfinance/3e3a1bdab90ec57d531111b790a334b699556ccd.pdf
https://www.tokyu-fudosan-hd.co.jp/pdf/ir/stockandbond/sustainabilityfinance/3e3a1bdab90ec57d531111b790a334b699556ccd.pdf
https://www.tokyu-fudosan-hd.co.jp/pdf/ir/stockandbond/sustainabilityfinance/3e3a1bdab90ec57d531111b790a334b699556ccd.pdf
https://www.tokyu-fudosan-hd.co.jp/pdf/ir/stockandbond/sustainabilityfinance/3e3a1bdab90ec57d531111b790a334b699556ccd.pdf
https://www.tokyu-fudosan-hd.co.jp/pdf/ir/stockandbond/sustainabilityfinance/3e3a1bdab90ec57d531111b790a334b699556ccd.pdf
https://www.tokyu-fudosan-hd.co.jp/pdf/ir/stockandbond/sustainabilityfinance/3e3a1bdab90ec57d531111b790a334b699556ccd.pdf
https://greenfinanceportal.env.go.jp/
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事例 ⑫ | 東急不動産ホールディングス (グリーンビルディング) (2/2)

インパクトレポーティングの事例 (続き)

ボンド回号ごとに、年次
でレポーティングを実施

1-a

出所: 東急不動産ホールディングス「サステナビリティファイナンス」

本書５ページ「国内市場におけるインパクトレポー
ティングの課題」における課題への対応状況

定期的な
報告1-a 採用指標2-a リファイナ

ンスの明記3-bプロジェクト
単位の報告3-a算定方法の

記載2-b インパクト
寄与分3-c第三者検証1-b ネガティブ

インパクト3-d

▼当社ウェブサイト中サステナビリティファイナンス特設ページ

(中略)

• 弊社では、投資家の皆様とのエンゲージメント深化を図るため、
“WE ARE GREEN” ボンドポリシーミーティングを年1回開催してい
ます。同ミーティングでは、弊社グループのESGへの取り組み状況
やESG債の進捗を報告し、参加者の皆様からの助言や提言を募って
います。弊社にとっては、投資家とのコミュニケーション機会にな
るのは勿論のこと、弊社の取組状況の周知機会確保や市場ニーズを
認識できる貴重な対話の機会となっています。

• インパクトレポーティングの実施に当たっては、実務面での負担が
一つの課題となっています。開示する数値の確認や関係部門との調
整に一定の時間を要するほか、会社の開示方針の変更により継続的
な情報開示が難しくなる場合もあります。そのため、十分な準備期
間を確保し、関係者間で認識を共有しながら丁寧に進めていくこと
が重要だと考えています。

• また、脱炭素分野ではCO2排出削減量など一般的に用いられる指標
がありますが、生物多様性や循環型社会に関する取組分野では効果
を示す共通指標が限られており、指標の選定に時間を要する点も課
題です。専門家や評価機関、関係省庁の意見を踏まえつつ、取組の
成果を適切に表現できる指標を選定していく必要があると考えてい
ます。

ご担当者様コメント

12

https://www.tokyu-fudosan-hd.co.jp/ir/stockandbond/sustainabilityfinance/
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事例 ⑬ | アドバンス・レジデンス投資法人 (グリーンビルディング) (1/2)

業種分類 金融

発行時期 2021年10月

償還期間 10年

調達額 10億円

発行体名 アドバンス・
レジデンス投資法人

資金使途 パシフィックロイヤル
コートみなとみらい
オーシャンタワーの
取得時借入金の返済
資金の返済

第三者
評価機関

SPO：JCR

ボンドの特徴・位置づけ
• 当投資法人の資産運用会社であ
る伊藤忠リート・マネジメント
株式会社は、社会課題の解決と
投資主価値の最大化の両立を目
指し、環境負荷の軽減に配慮し
た業務運営に努めることを経営
方針の一つに掲げている

• 本ボンドは、環境性能認証を取
得した住宅資産への投資資金の
リファイナンスをするもので、
ESG投資層の拡大と資金調達基
盤の多様化を目的としている

カテゴリー 上場

出所: アドバンス・レジデンス投資法人「グリーンファイナンス」; 環境省「グリーンファイナンスポータル」

レポートの特徴
• 年次レポーティングを
実施し、建物 (資産) 
ごとに、ICMAハンド
ブックにおけるグリー
ンビルディング固有の
コア指標である環境認
証及び延床面積を用い
てインパクトを報告

• データの集計期間、集
計範囲、算出方法を明
記し、環境パフォーマ
ンスデータについて第
三者保証を取得するこ
とで報告の透明性を高
め、多様な投資家層の
ニーズに応える工夫が
見られる

本書５ページ「国内市場におけるインパクトレポー
ティングの課題」における課題への対応状況

定期的な
報告1-a 算定方法の

記載2-b第三者検証1-b プロジェクト
単位の報告3-a リファイナ

ンスの明記3-b インパクト
寄与分3-c ネガティブ

インパクト3-d

(中略)

● 適格クライテリア 1
下記①～③の第三者認証機関の認証のいずれかを取得済もしくは今後取得予定の物件
①DBJ Green Building 認証における 3 つ星、4 つ星、もしくは 5 つ星
②CASBEE建築・不動産評価認証（自治体版を除く）における B+ランク、Aランク、もしくは S ランク
③BELS（平成28年度基準）: 3 つ星、4 つ星、もしくは 5 つ星（既存不適格は除く）

BELS（令和6年度基準）:
非住宅：レベル4、レベル５、もしくはレベル６※1

再エネ設備のない住宅：レベル3、もしくはレベル4※2
再エネ設備のある住宅：レベル3、レベル4、レベル5、もしくはレベル６※2

※1：2016年以前築の既存建物の新規取得はレベル3以上かつ既存不適格ではないこと
※2：2016年以前築の既存建物の新規取得は再生可能エネルギーの有無によらずレベル2以上

● 適格クライテリア 2
運用する不動産において、エネルギー効率、水の消費性能等、環境面で有益な改善を目的とした設備等改修

工事（従来比 30％の使用量削減効果が見込まれるもの）。
ADRの運用物件にて、グリーン適格資産は、以下の通りとなります。
* 詳細は外部認証の取得をご覧ください。

グリーンボンドまたはグリーンローンにより調達した資金を、以下の「グリーン適格資産」に定めるグリーン適
格資産の取得資金、改修工事資金のファイナンスまたはリファイナンスに全額充当します。

2. グリーン適格資産

1. グリーンファイナンスにより調達した資金の使途

グリーンファイナンスフレームワークの概要

物件番号 物件名称 DBJ Green 
Building認証

CASBEE
不動産認証 BELS 認証

取得時期
取得価格
(百万円)

延床面積
(㎡)

(中略)

S-020
パシフィックロイヤルコート
みなとみらいオーシャンタ

ワー
- A - 2022年

3月3日 14,000 40,527.16

(中略)

物件ごとにインパクトを
開示

3-a

ICMAコア指標である環
境認証及び延床面積
(㎡) を用いてインパク
トを報告

2-a

採用指標2-a

グリーンボンドの概要 インパクトレポーティングの事例
掲載場所：サステナビリティ＞サステナビリティ・ESGへの取り組み＞グリーンファイナンス

13

https://www.adr-reit.com/sustain/07
https://greenfinanceportal.env.go.jp/
https://www.adr-reit.com/sustain/06
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事例 ⑬ | アドバンス・レジデンス投資法人 (グリーンビルディング) (2/2)

インパクトレポーティングの事例 (続き)

本書５ページ「国内市場におけるインパクトレポー
ティングの課題」における課題への対応状況

定期的な
報告1-a 算定方法の

記載2-b第三者検証1-b プロジェクト
単位の報告3-a リファイナ

ンスの明記3-b インパクト
寄与分3-c ネガティブ

インパクト3-d

● 適格クライテリア１
本投資法人は、グリーンファイナンスの残高が残存する限り、調達された資金が充当された各グリーン適格資産
に関して、以下の指標を年１回開示します。
・エネルギー消費量
・温室効果ガス（CO2）排出量
・水消費量
・廃棄物量
・環境認証の取得状況（物件数・延床面積・認証取得年月日・認証種別）
詳細についてはこちらをご覧ください。

(中略)

● 適格クライテリア１

※1 報告期間：2024年1月～12月
※2 廃棄物集計対象範囲に該当しない物件のため、データを集計・開示しておりません。

データの集計方法についてはこちらをご覧ください。
※3 期中取得物件のため、集計開始時点からのデータを掲載しております。
※4 建物全体で集計したデータを掲載しております。

(中略)
・2021年10月19日付け 投資法人債（グリーンボンド）の発行に関するお知らせ

1. グリーン適格資産に係る定量的指標

インパクト・レポーティング

物件番号物件名 エネルギー消費量
(MWh)

CO2排出量
(t-CO2) 水消費量

(㎥)
廃棄物量

(t)
Scope1 Scope2

(中略)

S-020 パシフィックロイヤルコート
みなとみらい オーシャンタワー 1,054 0 0 606 - ※2

(中略)

プレスリリース

環境パフォーマンスデータ集計対象・算出方法について

01.集計期間
原則として年次で実績を集計・更新します。
2023年度以降：1月～12月
2022年度まで：4月～翌3月
※2023年度に集計期間を見直し、暦年基準へと変更いたしました。

02. 集計範囲
集計期間における通期保有物件（期間中に売買のあった物件は除きます）
エネルギー・水：原則として、ADRが管理権限を有する共用部分を集計対象とします。
廃棄物：原則として、データの把握が可能である専有部原状回復工事からの排出量を集計対象と
します。

03. 算出方法について
・区分所有物件：ADRの持分比率を当該のデータに乗じて算出します。
・原単位：各データ総量/対象延床面積（㎡）

(中略)

3. 環境パフォーマンスデータの第三者保証取得

2024年度の環境パフォーマンスデータは一部を除き、㈱サステナビリティ会計事務所より、国際保証
業務基準ISAE3000ならびにISAE3410に準拠した「 第三者保証（限定的保証）」を取得しています。

環境パフォーマンスデー
タについて、サステナビ
リティ会計事務所から第
三者保証を取得

1-b

環境パフォーマンスデー
タについての集計期間や
算出方法等を明示

2-b

グリーンファイナンスの
残高が残存する間、対象
資産に係るインパクトを
年1回開示

1-a

出所: アドバンス・レジデンス投資法人「グリーンファイナンス」; 同「投資法人債（グリーンボンド）の発行に関するお知らせ」

採用指標2-a

▼当社ウェブサイトにおけるグリーンボンド特設ページ

• 本投資法人は、住宅特化型REITとして初めてグリーンボンドを発行しま
した。2回目となる本グリーンボンドについては、ESG投資に関心を持つ
投資家層の拡大を目指し、発行しました

• インパクトレポーティングの実施にあたっては、調達した資金を充当した
グリーン適格資産ごとに環境パフォーマンスデータを開示することで、投
資家等のステークホルダーに対し、透明性の高い情報開示に努めています

• 今後も金融市場や金利動向等を踏まえ、グリーンファイナンスによる資金
調達を通じ、ESGに配慮した資産運用を推進するとともに、資金調達基盤
の強化を目指して参ります

ご担当者様コメント

13

https://www.adr-reit.com/sustain/07
https://www.adr-reit.com/files/uploads/00002295_file.pdf
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(参考) 海外事例① | 米国 Apple Inc. (1/2) 

業種分類 海外

発行時期 2019年

償還期間 6年 / 12年 (デュアル・
トランシェ)

調達額 20億ユーロ1)

発行体名 米国Apple Inc.

資金使途 工場・データセンター
等への再エネ導入/
省エネ化、環境配慮型
素材導入に向けた
製品開発 等

第三者
評価機関

SUSTAINALYTICS

ボンドの特徴・位置づけ
• 当社は "Apple 2030" 戦略の下、
再エネ、低炭素素材、リサイク
ル技術などへの全社的な環境投
資を進めている

• 本ボンドは、製造及びサプライ
チェーン全体の構造転換を推進
する「トランスフォーメーショ
ン型グリーンボンド」として位
置づけられ、投資家にとって企
業のESGパフォーマンスと事業
成長の両立を評価できる手段と
なっている

カテゴリー 上場

1.約22億米ドル調達したうち約11億米ドルを充当済み
出所: Apple Inc. "Environmental Progress Report (2024)"

代表的なプロジェクトに
ついて、定量的インパク
ト及び定性情報を開示

3-a

ICMAのコア指標である
CO2排出削減量 (t-CO2)、
発電容量 (MW) 等を用
いてインパクトを開示

2-a

インパクト試算の前提を
記載

2-b

充当まで、各年及び累計
の充当状況及びインパク
トを定期的に開示

1-a
レポートの特徴
• 当社の再生可能エネル
ギー導入状況及びCO2
排出削減量 (Scope 1-
3) について、グリーン
ボンド等充当分につい
て報告

• 2024年報告からは、イ
ンパクトレポーティン
グをサステナビリティ
報告の一部として位置
づけて一体化し、経営
戦略からその実行結果
であるインパクトまで
を一連の流れとして可
視化する形式に進化さ
せている

• サステナビリティに積
極的に取組み、インパ
クトレポートを自社の
取組を発信する場とし
て活用している、先進
的な海外事例である

本書５ページ「国内市場におけるインパクトレポー
ティングの課題」における課題への対応状況

定期的な
報告1-a 採用指標2-a 算定方法の

記載2-b プロジェクト
単位の報告3-a第三者検証1-b リファイナ

ンスの明記3-b インパクト
寄与分3-c ネガティブ

インパクト3-d

グリーンボンドの概要 インパクトレポーティングの事例
掲載場所：Environment

https://www.apple.com/environment/pdf/Apple_Environmental_Progress_Report_2025.pdf
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(参考) 海外事例① | 米国 Apple Inc. (2/2) 

インパクトレポーティングの事例 (続き)

出所: Apple Inc. "Environment"; 同"Environmental Progress Report (2024)"   

（省略）
インパクト試算の前提を
詳細に記載

2-b

インパクトレポートに
ついてもMorningstar 
Sustainalytics社による
外部レビューを取得

1-b

本書５ページ「国内市場におけるインパクトレポー
ティングの課題」における課題への対応状況

定期的な
報告1-a 採用指標2-a 算定方法の

記載2-b プロジェクト
単位の報告3-a第三者検証1-b リファイナ

ンスの明記3-b インパクト
寄与分3-c ネガティブ

インパクト3-d

https://www.apple.com/ca/environment/
https://www.apple.com/environment/pdf/Apple_Environmental_Progress_Report_2025.pdf
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(参考) 海外事例② | ノルウェー地方金融公社（KBN1)） (1/2)

業種分類 海外

発行時期 2015年2月ほか

償還期間 10年ほか

調達額 10億米ドルほか

発行体名 ノルウェー地方
金融公社（KBN¹⁾）

資金使途 脱炭素ほか様々な環境
問題への対応

第三者
評価機関

S&P、CICEROほか

ボンドの特徴・位置づけ
• 当社はノルウェーの自治体政府
等に融資を行う公共金融機関で、
気候変動の緩和・適応の両面か
ら自治体のグリーン投資を支援

• KBNはグリーンボンドで調達し
た資金を原資としたサブローン
として、自治体等の再エネ、省
エネ化、グリーンビルディング
その他の環境改善事業に対し再
貸付している

カテゴリー 非上場

1.Kommunalbanken Norway; 2.ICMAハンドブックにおけるコア指標とされている発電容量及び発電量の単位は、それぞれMW及びMWh
出所: KBN "2024 Impact Report"; Environmental Finance "Bond Awards 2020 – Impact report of the year (for issuers)"

インパクト試算の前提を
記載

2-b

"Report based on the 
share financed" を記載

3-c

ICMAのコア指標である
発電容量 (kW2))、発電
量 (kWh2))、CO2排出削
減量(t-CO2)を用いてイ
ンパクトを開示

2-a

プロジェクトごとにイン
パクトを開示

3-a
レポートの特徴
• ポートフォリオ内342
件のプロジェクト全て
について概要及びイン
パクトを表形式で提供

• 適格基準、選定プロセ
ス、レポーティング原
則等を提示し、EUタク
ソノミーの活動ごとに
整合性を提示

• インフォグラフィック
や見やすいレイアウト
が評価され、環境メ
ディアである
Environmental 
Finance 社の "2020年
インパクトレポート・
オブ・ザ・イヤー (発
行体部門)" を受賞

本書５ページ「国内市場におけるインパクトレポー
ティングの課題」における課題への対応状況 採用指標2-a 算定方法の

記載2-b インパクト
寄与分3-cプロジェクト

単位の報告3-a定期的な
報告1-a リファイナ

ンスの明記3-b第三者検証1-b ネガティブ
インパクト3-d

グリーンボンドの概要 インパクトレポーティングの事例
掲載場所：Investor＞Impact Report

https://www.kbn.com/globalassets/dokumenter/funding/green-bond-documents/kbn-impact-report-2024.pdf
https://www.environmental-finance.com/content/awards/green-social-and-sustainability-bond-awards-2020/winners/impact-report-of-the-year-kbn-kommunalbanken-norway.html
https://www.environmental-finance.com/content/awards/green-social-and-sustainability-bond-awards-2020/winners/impact-report-of-the-year-kbn-kommunalbanken-norway.html
https://www.environmental-finance.com/content/awards/green-social-and-sustainability-bond-awards-2020/winners/impact-report-of-the-year-kbn-kommunalbanken-norway.html
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(参考) 海外事例② | ノルウェー地方金融公社（KBN1)） (2/2)

インパクトレポーティングの事例 (続き)

1.Kommunalbanken Norway
出所: KBN "Impact Report 2024" ; 同"Environmental Progress Report (2024)" ; 同 "2024 Impact Report";   

（省略）

毎年レポーティングを実
施

1-a
リファイナンス割合を明
記

3-b
EUタクソノミーとの対
応関係を通じてネガティ
ブインパクトの有無を部
分的に示している

KPMG社による外部レ
ビューを取得

1-b

本書５ページ「国内市場におけるインパクトレポー
ティングの課題」における課題への対応状況

3-d

採用指標2-a 算定方法の
記載2-b インパクト

寄与分3-cプロジェクト
単位の報告3-a定期的な

報告1-a リファイナ
ンスの明記3-b第三者検証1-b ネガティブ

インパクト3-d

https://www.kbn.com/en/investor/impact-report/
https://www.apple.com/environment/pdf/Apple_Environmental_Progress_Report_2025.pdf
https://www.kbn.com/globalassets/dokumenter/funding/green-bond-documents/kbn-impact-report-2024.pdf
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(参考) インパクトレポーティングに関する参考情報
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グリーンボンドのインパクトレポーティングの位置づけ

 企業には環境への取組に関して様々な開示やレポーティングが求められており、グリーンボンドのインパクトレポーティングに
ついても、発行体の一貫した方針・戦略・ストーリーの一部として位置づけられることが期待されます

1.TCFDは2023年10月に解散済み
出所: 環境省「環境課題の総合的取組と情報開示に係る手引き」

グローバルの取組 国内の取組

IFRS TCFD1) TNFD SSBJ

IFRS S1, S2
適用
(2024年１月~)

TCFD最終提言
(2017年６月)

TNFD最終提言
(2023年９月)

有報にサステナ
ビリティ情報
「記載欄」新設
(2023年４月)

早期適用
(2025年４月)

枠組名称

主な開示基準
等適用時期

サステナビリ
ティ要素の企業
価値への影響を
財務報告に統合
し、投資家向け
に開示を求める

気候変動による
財務的影響を
「ガバナンス・
戦略・リスク管
理・指標と目
標」での開示を
求める

自然資本・生物
多様性リスクに
ついて、TCFD
と同様の構造で
の開示、依存・
影響・リスク・
機会の明示を求
める

国際基準 (IFRS 
S1/S2) を踏ま
えた国内開示基
準で、有価証券
報告書中「記載
欄」を新設

概要

主にコーポレート単位での環境に関する情報開示 主にプロジェクト単位での情報開示

グリーンボンド原則 (GBP) におい
て、レポーティングを４大原則の
一つとして位置づけ

ICMA

グリーンボンドのインパクトレ
ポーティングは、全社的な情報開
示と整合した方針・戦略・ストー
リーの一部としての位置づけが期
待される

https://www.env.go.jp/content/000323682.pdf
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(参考) ICMAハンドブックにおけるインパクトレポーティングのコア原則

 ICMAハンドブックでは、インパクトレポーティングのコア原則及び勧告事項として、開示の頻度と対象、資金管理、報告単位
と指標、並びにインパクトの測定・評価・開示についてまとめられています

下線: コア原則1)

インパクト報告の共通枠組を提供
する文書で、報告の透明性、一貫
性、比較可能性を高めることが目
的。インパクトの参照基準や指標
が記載されているが、共通の基準
や指標を要求するものではない

開示の頻度と対象
• 発行体は、資金使途及び予想される環境
インパクトを年１回以上報告することが求
められる

• プロジェクトの期間及びプロセスを定め、
開示することが推奨される

• 一部適格なプロジェクトについて透明化す
ることが推奨される

報告単位、指標
• 発行体は、プロジェクトのリストまたは
ポートフォリオレベルの報告をすることが
推奨される

• 比較可能性向上のため、一定数のセクター
特有のコア指標の報告が提言される

• 指標について独自の計算方式を用いる場合、
報告単位を変換する場合、及び複数要素間
でインパクトを按分する場合は、説明の上
で当該アプローチを取ることができる

資金管理
• すべてのキャッシュフローを1つの通貨建
てで報告する方法について明らかにすべき

• レポートには、契約額合計と資金充当額を
記載することが推奨される

• 発行体は、資金充当の内部プロセスを設け、
資金充当について報告することが推奨され
る

インパクトの測定、評価、開示
• インパクトレポートは、期待される環境イ
ンパクト又はアウトカムを説明するべき

• 存続期間の結果の予測やプロジェクトの経
済年数の報告が有益な場合がある

• 事後の検証は、予測と結果の比較を含める
ことが推奨される

• 定性的レポーティングも、定量的レポー
ティング同様の価値が強調される

• テンプレートやデータベースの利用により、
投資家の容易なデータ収集に貢献できる

1.英語原文において、"required"及び"should" が用いられている文を「コア原則」とし、コア原則以外をまとめて「勧告事項」(英語原文ではrecommendations) とした
出所: ICMA "Handbook – Harmonised Framework for Impact Reporting – June 2024" (和訳は同ハンドブック2022年6月版の日本語版を参考に事務局にて更新・要約)

ICMAハンドブックにおけるレポーティングに関するコア原則及び勧告事項1)ICMAハンドブック (2024)

https://www.icmagroup.org/assets/documents/Sustainable-finance/2024-updates/Handbook-Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-June-2024.pdf
https://www.icmagroup.org/assets/documents/Sustainable-finance/2024-updates/Handbook-Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-June-2024.pdf
https://www.icmagroup.org/assets/documents/Sustainable-finance/2024-updates/Handbook-Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-June-2024.pdf
https://www.icmagroup.org/assets/documents/Sustainable-finance/2024-updates/Handbook-Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-June-2024.pdf
https://www.icmagroup.org/assets/documents/Sustainable-finance/2024-updates/Handbook-Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-June-2024.pdf
https://www.icmagroup.org/assets/documents/Sustainable-finance/2024-updates/Handbook-Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-June-2024.pdf
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国内市場におけるインパクトレポーティングの進捗

 国内市場では、2023年に発行されたグリーンボンド銘柄の96%においてインパクトレポーティングが実施されており、インパ
クトレポーティングは一般的になってきていると言えます

1.グリーンファイナンスポータルの発行リストに収録された2023年発行のボンドから重複 (ダブルトランシェ等) を除いた数 (2026年1月時点); 2.インパクトレポーティングが公表され
ていない5件の内訳は、私募債2件、金銭信託1件、その他2件
出所: 環境省「グリーンファイナンスポータル」をもとに事務局にて各発行体ウェブサイト等を確認・分析

業種別にみた環境改善効果の開示状況 (銘柄ベース、n=1271))
[総件数]

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

52)122全体

31地方自治体

326金融

15不動産・建設

14REIT

13交通・運輸

111製造業

6エネルギー

16その他

127

31

29

15

14

13

12

6

7

開示あり 開示なし
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(参考) インパクトレポーティングの課題とICMAグリーンボンド原則
等との対応関係

 インパクトレポーティングのそれぞれの課題と、ICMAグリーンボンド原則並びにICMAハンドブックにおけるコア原則及び勧
告事項の対応は以下の通りです

1. 全体で原則が4項目、勧告が2項目あるうち、レポーティングに関連する箇所を抜粋;  2.英語原文において、"required"及び"should" が用いられている文を「コア原則」、"recommended" を「勧告」、"encouraged" を
「推奨」とした。また、コア原則以外をまとめて「勧告事項」(英語原文ではrecommendations) とした; 3.2024年版ハンドブックからの追加項目であり、和訳は暫定訳; 4.参照レポートにおいては、調査時点(2022年11月)で
償還期限を迎えていない債券のうち、過去15ヶ月以内にレポートを更新したものを「定期的なレポーティングを実施」としており、ICMAグリーンボンド原則の求める「資金が充当されるまでの、年1回以上の定期的なレポー
ティングの実施」を満たすものではない; 5.グリーンボンド原則で求められているのは「債券発行前の外部レビュー」であり、個別のレポートに対する外部レビューは求められていない
出所: ICMA "Green Bond Principles (June 2025)"; ICMA "Handbook – Harmonised Framework for Impact Reporting (June 2024)"; 一般社団法人鎌倉サステナビリティ研究所「日本におけるグリーンボンドの開示情報
の分析2022年【インパクトレポート編】」; 同「日本におけるグリーンボンドの開示情報の分析 2022年」; 公益財団法人地球環境戦略研究機関 (IGES)「インパクトレポーティングの現状 課題と提言」; 環境省「第13回グ
リーンファイナンスに関する検討会資料6」

ハンドブックのコア原則と勧告事項2) (概要、抜粋)

原則
｢4. 開示｣

② プロジェクト単位で概要、
資金充当状況、期待されるイ
ンパクトを開示（難しい場合
はポートフォリオ単位も可）

③ 定量的な指標の方法論・前
提条件とあわせての提示の推
奨

外部レビュー提供機関からの評価

① 資金が充当されるまでの、
年１回以上の定期的なレポー
ティングの実施

④ その他具体的な方法につい
てのハンドブックの参照

勧告
｢外部レビュー｣

インパクトレポートに対する外部レビューの活用5)は少ない

的確にインパクトを報告できる指標が用いられていない場合が
ある
指標に関する算定方法が明記されていない場合がある

インパクトの報告粒度が適切でない場合がある

リファイナンスによる環境インパクトの追加性の開示が少ない

グリーンボンドによるインパクトの寄与分が不明な場合がある

リスクやネガティブインパクトについて言及するレポートは限
られる

定期的なレポーティング4)の実施は約6割にとどまる

国内で指摘されている課題 (５ページを参照)ICMAグリーンボンド原則1) (概要)

1. 発行体は資金使途及び環境インパクトについて最低でも年1回以上報告することが求められる
(required=コア原則)

2. 発行体は、レポートにプロジェクトの状況を記載する期間及びプロセスを定めそれを開示す
ることが推奨される (recommended=勧告)

4. 発行体は、調達資金の充当についての内部プロセスを設け、該当する場合、外部監査/検証に
ついて言及することが推奨される (encouraged=推奨)

5. 資金充当プロセスに応じ、発行体は、プロジェクトリストの提供又はポートフォリオレベル
での報告が推奨される (recommended=勧告)

3. レポートには、契約額合計と適格な支出へのグリーンボンドの調達資金充当額を記載するこ
とが推奨される (recommended=勧告)

6. 発行体は、プロジェクト/ポートフォリオ全体に占める按分シェアを明確にし、その結果を報
告することが推奨される (recommended=勧告)

8. プロジェクトの存続期間にわたるインパクトを理解するための根拠を提供することも有益で
ある (beneficial=その他)

9. プロジェクトの事後検証を試験的に実施する場合、その結果をレポーティングに含めること
が推奨される (recommended=勧告)

10. 発行体は、一定数のセクター特有のコア指標を報告するよう提言されている (suggested=そ
の他)

11. 発行体は、準拠するGHG会計方法及び前提について、全面的な透明性を提供することが推奨
される (encouraged=推奨)

7. インパクトレポートは、プロジェクトの結果生じる環境インパクトを、事前予測に基づく透
明な方法で予測し、説明すべき (should=コア原則)

15. 定量レポーティングだけでなく定性レポーティングも価値があり、負のインパクトについて
も報告されるべき３） (should=コア原則)

13. 発行体は、プロジェクトの報告単位を変換する際、標準変換係数に基づくべきであり、変換
アプローチを適切に開示すべき (should=コア原則)

14. 発行体は、プロジェクトの一部が適格な場合、その範囲を開示すべきで、各支出の構成要素
の前提条件の説明が推奨される (encouraged=推奨)

16. 発行体は、各種プロジェクトのインパクト又はアウトカムを、資金配分割合に基づいて按分
的に帰属させることができる (may=その他)

17. 発行体は、グリーンボンド関連のすべてのキャッシュフローを一つの通貨建てでどのように
報告するか明らかにすべき (should=コア原則)

12. 投資家は、プロジェクト/セクター/ポートフォリオ全体を比較することが難しいことを認識す
べきである (should=コア原則)

18. 発行体は、本ハンドブックのテンプレート等を利用し、投資家の円滑なデータ収集・利用に
寄与できる (may=その他)

2-a

1-b

2-b

3-a

3-b

3-c

3-d

1-a

https://www.icmagroup.org/assets/documents/Sustainable-finance/2025-updates/Green-Bond-Principles-GBP-June-2025.pdf
https://www.icmagroup.org/assets/documents/Sustainable-finance/2024-updates/Handbook-Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-June-2024.pdf
https://www.icmagroup.org/assets/documents/Sustainable-finance/2024-updates/Handbook-Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-June-2024.pdf
https://www.icmagroup.org/assets/documents/Sustainable-finance/2024-updates/Handbook-Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-June-2024.pdf
https://www.icmagroup.org/assets/documents/Sustainable-finance/2024-updates/Handbook-Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-June-2024.pdf
https://static1.squarespace.com/static/627df68f82849a30bccf850c/t/642d1b807db45e2bb9c570c3/1680677763992/KSI_GreenBondReport_Impact+Report+2022.pdf
https://static1.squarespace.com/static/627df68f82849a30bccf850c/t/642d1b807db45e2bb9c570c3/1680677763992/KSI_GreenBondReport_Impact+Report+2022.pdf
https://static1.squarespace.com/static/627df68f82849a30bccf850c/t/642d1b807db45e2bb9c570c3/1680677763992/KSI_GreenBondReport_Impact+Report+2022.pdf
https://static1.squarespace.com/static/627df68f82849a30bccf850c/t/642d1b807db45e2bb9c570c3/1680677763992/KSI_GreenBondReport_Impact+Report+2022.pdf
https://static1.squarespace.com/static/627df68f82849a30bccf850c/t/642d1b807db45e2bb9c570c3/1680677763992/KSI_GreenBondReport_Impact+Report+2022.pdf
https://static1.squarespace.com/static/627df68f82849a30bccf850c/t/642d1b807db45e2bb9c570c3/1680677763992/KSI_GreenBondReport_Impact+Report+2022.pdf
https://static1.squarespace.com/static/627df68f82849a30bccf850c/t/642d1b807db45e2bb9c570c3/1680677763992/KSI_GreenBondReport_Impact+Report+2022.pdf
https://static1.squarespace.com/static/627df68f82849a30bccf850c/t/63ca349e098acb7bb7e8c8f0/1674196133524/KSI_Green+Bond+Survey+Report_2023.pdf
https://static1.squarespace.com/static/627df68f82849a30bccf850c/t/63ca349e098acb7bb7e8c8f0/1674196133524/KSI_Green+Bond+Survey+Report_2023.pdf
https://static1.squarespace.com/static/627df68f82849a30bccf850c/t/63ca349e098acb7bb7e8c8f0/1674196133524/KSI_Green+Bond+Survey+Report_2023.pdf
https://www.iges.or.jp/jp/publication_documents/pub/policyreport/jp/11554/Policy+Report+on+green+bond+report+on+impact+0709+final_rev.pdf
https://www.iges.or.jp/jp/publication_documents/pub/policyreport/jp/11554/Policy+Report+on+green+bond+report+on+impact+0709+final_rev.pdf
https://www.env.go.jp/content/000298261.pdf
https://www.env.go.jp/content/000298261.pdf
https://www.env.go.jp/content/000298261.pdf
https://www.env.go.jp/content/000298261.pdf
https://www.env.go.jp/content/000298261.pdf
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参考資料 – 環境省「グリーンから始めるインパクト評価ガイド」

 インパクトファイナンスにおける投資家・金融機関によるインパクト評価の概要及び手法等については、「グリーンから始める
インパクト評価ガイド」をご参照ください

• ESG金融ハイレベル・パネル ポジティブインパクトファイナ
ンスタスクフォース

• 2021年3月

• インパクトファイナンスの主流化に向け、 投融資による環境・
社会・経済に与えるインパクトが適切に評価されることを期待

• インパクトの創出や中長期的な企業価値向上に向けたステーク
ホルダーとの対話に当たり、事業評価や情報開示を行うための
参考になることを期待

目的

• インパクトファイナンスを実践しようとする大手金融機関・投
資家

• 既にインパクトファイナンスの取組を開始している一部の地域
金融機関

• 投融資の受け手となる企業
概要 • 国際的な様々なイニシアティブによって示されている考え方や

ツールを基に、インパクトファイナンスに取り組む上で必要と
なるインパクト評価の具体的な手順が示されている

出所: 環境省「グリーンから始めるインパクト評価ガイド (2021年3月26日)」

「グリーンから始めるインパクト評価ガイド」概要
作成者

発行時期

対象

https://www.env.go.jp/content/900517271.pdf
https://www.env.go.jp/content/900517271.pdf
https://www.env.go.jp/content/900517271.pdf
https://www.env.go.jp/content/900517271.pdf
https://www.env.go.jp/content/900517271.pdf
https://www.env.go.jp/content/900517271.pdf
https://www.env.go.jp/content/900517271.pdf
https://www.env.go.jp/content/900517271.pdf
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(参考) ICMAハンドブックにおける資金使途別の
レポーティングガイダンス、指標及びテンプレート
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資金使途別のガイダンス及びテンプレートの見方

 ICMAのハンドブックでは、資金使途別にガイダンス及び代表的な指標、レポーティングテンプレートを提供しています
 レポーティングテンプレートは一般的によく用いられる指標を取り上げていますが、発行体が自社の状況に応じて独自の指標を
用いる等編集して使用することで、効果的なインパクトレポートを作成できるようになっています

出所: ICMA 「ハンドブック インパクトレポーティングについて調和のとれた枠組みを目指すガイダンス文書 2022年6月版」 

当該資金使途
特有の

ガイダンス

レポーティング
指標

テンプレート

• プロジェクト別、ポートフォリオベース双方の開示テンプレート
を掲載しています

• ポートフォリオベースの開示の場合、下記を明らかにすべきとし
ています

– プロジェクト全体の結果（プロジェクト別充当額に基づい
たポートフォリオ・レポート）の按分割合（対総資金調達
額比での発行体の持分の割合）のみを含むポートフォリオ
別の結果を集計しているか、又は

– ポートフォリオの全体の結果（ポートフォリオの充当額に
基づくポートフォリオ・レポート）のみを報告しているか

• なお、各テンプレート内に出てくるa~fのアルファベットは、下
記の注記を意味しています

資金使途

＜本章各ページの構成＞

https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
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1. 再生可能エネルギーに係る
ガイダンス・指標・テンプレート

出所: ICMA 「ハンドブック インパクトレポーティングについて調和のとれた枠組みを目指すガイダンス文書 2022年6月版」 

• 以下のセクションでは、再生可能エ
ネルギーのプロジェクトのコア指標
を提案する

– 提案するコア指標が適切でない、
またデータが入手できないプロ
ジェクトもある。こうした場合、
発行体は当該プロジェクトに適
した指標を使用することが推奨
される

• 報告の利用者は、発行体は報告され
た指標の一貫性及び有用性を更に効
果的にする取組を随時行うものの、
気候変動に対してインパクトのある
プロジェクトには、レポーティング
指標を完全に調和させることが難し
い多様なセクター及びサブセクター
を扱うことがあることを認識すべき
である

• 同じく、報告では、プロジェクトの
概略や、グリーンボンド投資家の関
心が特に高いと思われるプロジェク
トのインパクトの範囲が記載される
ことが推奨される

セクター特有のガイダンス レポーティング指標とテンプレート

レポーティ
ング・テン
プレート

コア指標
及びその
単位

インパクトレポーティング対象となる指標及びテンプレート (1/10)

https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
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2. エネルギー効率に係る
ガイダンス・指標・テンプレート

セクター特有のガイダンス レポーティング指標とテンプレート

インパクトレポーティング対象となる指標及びテンプレート (2/10)

出所: ICMA 「ハンドブック インパクトレポーティングについて調和のとれた枠組みを目指すガイダンス文書 2022年6月版」 

• 以下のセクションでは、エネルギー
効率のプロジェクトのコア指標を提
案する

– 提案するコア指標が適切でない、
またデータが入手できないプロ
ジェクトもある。こうした場合、
発行体は当該プロジェクトに適
した指標を使用することが推奨
される

• 報告の利用者は、発行体は報告され
た指標の一貫性及び有用性を更に効
果的にする取組を随時行うものの、
気候変動に対してインパクトのある
プロジェクトには、レポーティング
指標を完全に調和させることが難し
い多様なセクター及びサブセクター
を扱うことがあることを認識すべき
である

• 同じく、報告では、プロジェクトの
概略や、グリーンボンド投資家の関
心が特に高いと思われるプロジェク
トのインパクトの範囲が記載される
ことが推奨される

レポーティ
ング・テン
プレート

コア指標
及びその
単位

https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
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3. 持続可能な水資源及び廃水管理に係る
ガイダンス・指標・テンプレート

A 持続可能な水管
理 - 水利用の
サステナビティ
及び効率化プロ
ジェクト
#1)

B 廃水処理プロ
ジェクト (下水
汚泥管理など)
#2)#3)

• 以下のセクションでは、持続可能な
水資源及び廃水管理に関連するプロ
ジェクトのコア指標を提案する

– 提案するコア指標が適切でない、
またデータが入手できないプロ
ジェクトもある。こうした場合、
発行体は当該プロジェクトに適
した指標を使用することが推奨
される

• 報告の利用者は、発行体は報告され
た指標の一貫性及び有用性を更に効
果的にする取組を随時行うものの、
気候変動に対してインパクトのある
プロジェクトには、レポーティン指
標を完全に調和させることが難しい
多様なセクター及びサブセクターを
扱うことがあることを認識すべきで
ある

• 同じく、報告では、プロジェクトの
概略や、グリーンボンド投資家の関
心が特に高いと思われるプロジェク
トのインパクトの範囲が記載される
ことが推奨される

レポーティング・テンプレート

コア指標及びその単位

セクター特有のガイダンス レポーティング指標とテンプレートサブカテゴリー

インパクトレポーティング対象となる指標及びテンプレート (3/10)

出所: ICMA 「ハンドブック インパクトレポーティングについて調和のとれた枠組みを目指すガイダンス文書 2022年6月版」 

https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
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4. 廃棄物管理及び資源効率に係る
ガイダンス・指標・テンプレート

廃棄物管理
プロジェクト
-資源効率
#1)

A

エネルギー/
省排出型の
廃棄物発電
プロジェクトを
含む廃棄物から
のエネルギー回
収
#2)

B

汚染管理プロ
ジェクト
#3)

C

• ここで提案する指標は、廃棄物管理
及び資源効率に関連するプロジェク
トの環境面及びサステナビリティ面
での便益を把握し、説明することを
意図している

• 基本的な状況の重要な文脈付けや、
プロジェクトの結果としてのソ
リューションの改善に関するものと
して、定性情報も提供することが推
奨されている

– 廃棄物戦略に関する定性分析と
して広く認知されている「廃棄
物ヒエラルキー」を参照するこ
とが特に有益である

• プロジェクトを越えて指標の重要な
集計を行うには、計算方法、基準値
及びベンチマークの一貫性が必要に
なる。

– 追加情報のほかにデータの源泉
や算定方法へのリンクも提供す
ることが考えられる

コア指標及びその単位

レポーティング・テンプレート

セクター特有のガイダンス レポーティング指標とテンプレートサブカテゴリー

インパクトレポーティング対象となる指標及びテンプレート (4/10)

出所: ICMA 「ハンドブック インパクトレポーティングについて調和のとれた枠組みを目指すガイダンス文書 2022年6月版」 

https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
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5. クリーン輸送に係る
ガイダンス・指標・テンプレート

A クリーン輸送
プロジェクト

B クリーン輸送
インフラの建設

• ここで提案する指標は、クリーン輸
送に関連するプロジェクトの環境面
及びサステナビリティ面での便益を
把握し、説明することを意図してい
る

• 重要な基準状況の文脈化やプロジェ
クトの結果としての改善に関する定
性情報も提供することが推奨されて
いる

– 輸送戦略に関する定性レポー
ティングでの「持続可能な輸送
ヒエラルキー」を参照すること
が発行体にとって有益なことが
ある

• プロジェクトのインパクト全体の有
益な評価には、計算方法、基準及び
ベンチマークに一貫性が必要である

– 追加情報のほかにデータの情報
源及び計算方法へのリンクも提
供することが考えられ、情報開
示及び/又は基礎的な方法の堅
牢性は、独立的な評価を利用可
能な状態に置くことで高めるこ
とができる

コア指標及びその単位

レポーティング・テンプレート

セクター特有のガイダンス レポーティング指標とテンプレートサブカテゴリー

インパクトレポーティング対象となる指標及びテンプレート (5/10)

出所: ICMA 「ハンドブック インパクトレポーティングについて調和のとれた枠組みを目指すガイダンス文書 2022年6月版」 

https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
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6. グリーンビルディングに係る
ガイダンス・指標・テンプレート

A エネルギー性能
#1)

B 炭素性能
#2)

C 水効率性及び節
水
#3)

D 廃棄物管理
#4)

E 認証基準
#5)

レポーティング指標とテンプレート

• ここで提案する指標は、グリーン
ビルディングに関連するプロジェク
トの環境面及びサステナビリティ面
での便益を把握し、説明することを
意図している

• 基本的な状況の重要な文脈付けや
プロジェクトの結果としてのソ
リューションの改善に関して定性情
報も提供することが推奨されている

• プロジェクトのインパクト全体の有
益な評価には、計算方法、基準及び
ベンチマークに一貫性が必要である

– 追加情報のほかにデータの情報
源及び計算方法へのリンクも提
供することが考えられ、情報開
示及び/又は基礎的な方法の堅
牢性は、独立的な評価を利用可
能な状態に置くことで高めるこ
とができる

コア指標及びその単位

レポーティング・テンプレート

セクター特有のガイダンス サブカテゴリー

インパクトレポーティング対象となる指標及びテンプレート (6/10)

出所: ICMA 「ハンドブック インパクトレポーティングについて調和のとれた枠組みを目指すガイダンス文書 2022年6月版」 

https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
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https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
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7.生物多様性に係る
ガイダンス・指標・テンプレート

A 保護地域やその
他の効果的な地
域をベースとす
る保全手段
(OECM)
#1)#2)

B 景観保全/復元

• ここで提案する指標は、生物多様性
に関連するプロジェクトの環境面及
びサステナビリティ面での便益を把
握し、説明することを意図している

• 生物多様性プロジェクトの重点及び
目的は関連する生息地の個別の環境
に大きく左右される

– 各特性及び結果分析の指標に関
するプロジェクトの中核的な次
元の情報を提供することが重要
である

• 基本的な状況やプロジェクトの結果
としての改善を理解し、評価するた
めの重要な背景として定性情報も提
供されることが推奨される

• データの情報源のリンクや算定方法
も提供することが考えられ、情報開
示及び/又は基礎的な方法の堅牢性
は、独立的な評価を利用可能な状態
に置くことで高めることができる

コア指標及びその単位

レポーティング・テンプレート

セクター特有のガイダンス レポーティング指標とテンプレートサブカテゴリー

インパクトレポーティング対象となる指標及びテンプレート (7/10)

出所: ICMA 「ハンドブック インパクトレポーティングについて調和のとれた枠組みを目指すガイダンス文書 2022年6月版」 

https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
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8. 気候変動への適応に係る
ガイダンス・指標・テンプレート

A 気温関連
#1)#2)

B 風関連
#3)#4)

C 水関連
#5)#6)#7)

D 土地関連
#8)#9)#10)

• ここで提案する指標は、気候変動へ
の適応に関連するプロジェクトの環
境面及びサステナビリティ面での便
益を把握し、説明することを意図し
ている

• あるプロジェクトが、重大な気候変
動への強靭性という便益を、GHG排
出集約型資産又は事業に提供すると
考えられる場合、発行体はそのアプ
ローチと、気候変動の緩和と気候変
動への強靭性の間の相対的なトレー
ドオフの程度の評価を開示すべきで
ある

• 追加情報を、情報源のリンク及び計
算方法と合わせて提供することも考
えられ、情報開示及び/又は基礎的
な方法の堅牢性は、独立的な評価を
利用可能な状態に置くことによって
高めることができる

指標例及びその単位

レポーティング・テンプレート

セクター特有のガイダンス レポーティング指標とテンプレートサブカテゴリー

インパクトレポーティング対象となる指標及びテンプレート (8/10)

出所: ICMA 「ハンドブック インパクトレポーティングについて調和のとれた枠組みを目指すガイダンス文書 2022年6月版」 

https://www.icmagroup.org/assets/Japanese_Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022.pdf?showiframe=true
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9. 循環型経済及び/又は高環境効率プロジェクトに係る
ガイダンス・指標・テンプレート

A 循環型設計及び
生産プロジェク
ト
#1)#2)#3)

B 循環的利用
#4)

C 循環型の価値
再生
#5)#6)

D 循環型支援及び
製品
#7)#8)

• ここで提案する指標は、循環型経済
及び/又は高環境効率のプロジェク
トの環境面及びサステナビリティ面
での便益を把握し、説明することを
意図している

• ベースラインの状況とプロジェクト
の結果 (例: 循環の達成) としての
改善状況についての有意義な記載と
して、定性情報も提供することが推
奨されている。

– プロジェクトに関連するリスク
を把握、管理及び緩和する際に
も重要である

• プロジェクトを越えて指標の重要な
集計を行うには、計算方法、基準値
及びベンチマークの一貫性が必要に
なる

– 追加のテクニカル・レポート及
び/又はデータ検証プロトコル
を開示することが推奨され、追
加情報をそのデータの情報源や
計算方法のリンクと合わせて、
提供することも考えられる

主要指標及びその単位

レポーティング・テンプレート

セクター特有のガイダンス レポーティング指標とテンプレートサブカテゴリー

インパクトレポーティング対象となる指標及びテンプレート (9/10)

出所: ICMA 「ハンドブック インパクトレポーティングについて調和のとれた枠組みを目指すガイダンス文書 2022年6月版」 
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10. 生物自然資源及び土地利用に係る環境持続型管理に係る
ガイダンス・指標・テンプレート

作物の生産
#1)#2)#3)

A

家畜の生産
#1)#2)#3)

B

林業
#1)

C

漁業および水産
養殖
#1)#2)#3)

D

• ここで提案する指標は、 生物自然
資源及び土地利用に係る環境持続型
管理に関連するプロジェクトの環境
面及びサステナビリティ面での便益
を把握し、説明することを意図して
いる

• 定性情報も、基本的な状況やプロ
ジェクトの結果としての重要性を理
解、評価するための重要な背景を提
供するものとして推奨されている

• GHG排出量の削減を目標とするプロ
ジェクトの野心的な水準が完全に理
解されるように、インパクトレポー
ティングはかかる目標と暫定的な
ターゲットを反映すべきである

• 追加のテクニカル・レポート及び/
又はデータ検証プロトコルを開示す
ることが推奨され、追加情報をその
データの情報源や計算方法のリンク
と合わせて、提供することも考えら
れる

コア指標及びその単位

レポーティング・テンプレート

セクター特有のガイダンス レポーティング指標とテンプレートサブカテゴリー

インパクトレポーティング対象となる指標及びテンプレート (10/10)

出所: ICMA 「ハンドブック インパクトレポーティングについて調和のとれた枠組みを目指すガイダンス文書 2022年6月版」 
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